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平成 23 年度以前の総研大の教育事業と平成 24〜26 年度の公募型教育事業採択
一覧及び報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 










































































(Form i)Application for Inter-Dep.&Inter-SchoolEdu.Program.doc 
（別紙1）予算執⾏計画・共通様式.xls 




(Form ii)Application for Univ.-wide Academic Exchange Edu.Program.doc 
（別紙1）予算執⾏計画・共通様式.xls 





(Form iii)Application for Student Initiated Program .doc 
（別紙1）予算執⾏計画・共通様式.xls 
（Form A）BudgetPlan for Programs.xls
Ⅱ 申請先        
申請代表者の所属の各研究科⻑ 
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A  次世代研究者育成教育プログラム 
総研⼤の教育理念に基づき、専攻・研究科の枠を超えて次世代の研究者を育てようとする教育プロジェクトを対象とします。

























本事業について提案をすることができる申請代表者は、総研⼤担当教員とします。また、学⽣企画事業への申請は本学の学⽣（平成26 年4 ⽉1 ⽇時点で



































































H14 湘南レクチャ「ー関係性の生物学 - 環境を考える」
H14 総研大レクチャー「バイオインフォマティクス - 生命の多様性と進化に基づく生命科学の統合化に向けて - 」
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H18 学生セミナー平成18年度後学期学生セミナー 「Challenge」 
H19 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本歴史研究の方法A - 資料調査法」




H19 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本歴史研究の方法C - 博物館とは何だろう」
H19 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「科学における社会リテラシーI（サイエンスコミュニケーション特論）」 平田光司 葉山高等研究センター
H19 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「科学における社会リテラシーII（科学社会学特論）」
H19 学生セミナー平成19年度前学期学生セミナー「2007年　研究者への旅」







H20 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「銀河系とダークマター」 井岡邦仁 素粒子原子核専攻
H20 総研大レクチャ科ー学映像の制作理論と制作
H20 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「科学プロデューサ養成講座」
H20 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「赤池情報量規準と統計的モデリング」 田村義保 統計科学専攻





H20 学生セミナー平成20年度後学期学生セミナー「Together in harmony...All for one...One for all!」
H20 海外総研大レクチャー 生命科学の最先端
H20 海外総研大レクチャー 弦理論に関するアジア冬の学校
H20 海外総研大レクチャー 進化からみた生物学の諸階層の新しい統合II　- 生物多様性の視点から - 長谷川眞理子 生命共生体進化学 韓国　梨花女子大学
H20 国際シンポジウム21世紀の植物科学研究 岡田清孝 基礎生物学専攻
H20 国際シンポジウム地球・惑星・極域科学と先端情報技術 佐藤夏雄 極域科学専攻







H21 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「プレゼンテーションセミナー」 三輪眞木子 メディア社会文化専攻
H21 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本歴史研究の方法Aー資料調査法」 小島道裕 日本歴史研究専攻
H21 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本歴史研究の方法Bー資料調査法」
H21 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本歴史研究の方法Cー博物館とは何だろう」 小島道裕 日本歴史研究専攻
H21 学生セミナー平成21年度前学期学生セミナー　「ablity, dream, communication」 
H21 学生セミナー平成21年度後学期学生セミナー　「Unity & Identity」 
H21 海外総研大レクチャー 宇宙論・素粒子・弦理論に関するアジア冬の学校 北澤良久 素粒子原子核専攻
H22 海外総研大レクチャー CU-SOKENDAI 学術交流協定締結記念合同シンポジウム
H22 海外総研大レクチャー
進化からみた生物学の諸階層の新しい統合II　- 過去から現在までの生物多様性と遺伝的
多用性 - 本郷一美 生命共生体進化学 国立台湾大学
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「科学コミュニケーションと研究者のキャリア」
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「科学における社会リテラシー」
H22 学生セミナー平成22年度後学期学生セミナー 「Knowledge and Imagination」 
H22 学生セミナー平成22年度前学期学生セミナー　「 Re :」 
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「プレゼンテーションセミナー」
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「技術武者修行」 幅淳二 素粒子原子核専攻
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「国際コミュニケーション」 岩瀬峰代 学融合推進センター
H22 総研大レクチャ総ー研大レクチャー「日本伝統音楽への情報脳科学的接近－レクチャー＆コンサート」
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H23 海外総研大レクチャー 進化からみた生物学の諸階層の新しい統合-多様性と共生の進化史の解明に向けて- 颯田葉子 生命共生体進化学 インドネシア
H23 学生セミナー平成23年度前学期学生セミナー 「Discover Network Announce」
H23 学生セミナー平成23年度後学期学生セミナー 「From DREAM to Discovery」 
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平成24年度全学教育事業経費採択⼀覧
申請事業区分 プログラム名称 専攻 申請代表者 事業予算額 報告書
次世代研究者育成
教育プログラム ⽂化科学研究科連携事業 地域⽂化学専攻 塚⽥ 誠之 5,625,000
次世代研究者育成
教育プログラム アジア冬の学校 天⽂科学専攻 ⼩久保英⼀郎 7,536,000
次世代研究者育成
教育プログラム ⽣命科学リトリート ⽣命共⽣体進化学専攻 五條堀 淳 4,890,000
国際的研究リーダー












科学ワークショップ ⽣命共⽣体進化学専攻 蟻川 謙太郎 1,045,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 国際的プレゼンテーションスキル開発教育 ⽣命共⽣体進化学専攻 印南 秀樹 543,000
海外総研⼤レクチャー The 7th Asian Winter School on Strings, Particlesand Cosmology 素粒⼦原⼦核専攻 北澤 良久 1,950,000
総研⼤レクチャー 科学における社会リテラシー ⽣命共⽣体進化学専攻 平⽥ 光司 870,000
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法Ａ－資料調査法－ ⽇本歴史研究専攻 ⼤久保 純⼀ ―
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法Ｂ―地域研究の⽅法― ⽇本歴史研究専攻 ⼩池  淳⼀ 678,000
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法Ｃ－博物館とは何だろう－ ⽇本歴史研究専攻 村⽊ ⼆郎 ―
総研⼤レクチャー 科学コミュニケーション 加速器科学専攻 森⽥ 洋平 447,000
総研⼤レクチャー 「学術映像の基礎」みる・つくる 2012 村尾 静⼆ ―
総研⼤レクチャー プレゼンテーションセミナー2013 メディア社会⽂化専攻 三輪 眞⽊⼦ 468,000
総研⼤レクチャー データ中⼼科学と知識循環社会 情報学専攻 曽根原 登 ―
学⽣企画による
教育研究プロジェクト GakuSaｙNet ⼤学院⽣交流会 極域科学専攻 ⼩島 本葉 964,000
学⽣企画による












プロジェクト名 文化科学研究科連携事業  
研究科： 文化科学研究科 
専 攻： 地域文化学専攻 
 
申請代表者     （事
業実施責任者） 


























































































   
 
 平成２５年 ２月 ４日 
 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 A：次世代研究者育成教育プログラム 
プロジェクト名 アジア冬の学校  
研究科： 物理科学研究科 
専 攻： 天文科学専攻 
 
申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：田村 元秀 （天文科学専攻・教授） 
開催日時・場所 
2012 年 12 月 3-5 日（国立天文台三鷹、天文科学専攻） 



















   
 
○ 事業概要 
  以下、専攻別に事業内容を概説する。 
 
<<天文科学専攻>> 
2012 年 12 月 3-5 日の 3日間にわたり太陽系外惑星の観測をテーマとして本事業を実施した。 
 
＜開催までの主な準備事項とその流れ＞ 
・ 2012 年９月に 7名の LOC を決め、開催日程を決定した。 
・ 2012 年 10 月 10 日から招待講師の依頼を行い、プログラムを編成した。 
・ 2012 年 10 月 24 日に中国、韓国、台湾、フィリピン、インド、タイ、インドネシア、ベトナ
ム、および日本の天文学コミュニティのメーリングリストに情報を配信した。 
・ 2012 年 10 月 31 日までに 46 名からの応募があり、応募用のウェブフォームを閉鎖した。この
46 名の応募者のうち、国別の参加者のバランスや推薦書の内容などを LOC で検討し、22 人の
参加者を決定した（後に事情により参加者キャンセルした参加者が 1名）。 
・ 2012 年 11 月１日以降、全参加者への参加意思の確認と、VISA が必要な国の参加者のために、
VISA 申請書類のための情報（参加者の生年月日、国籍、滞在日程、滞在場所）の確認を行い、
その他の必要書類（受入担当者の在職証明書、身元保証書、招へい理由書など）を準備した。 
・ 2012 年 11 月 13 日に VISA の必要書類を EMS で各国の参加者に送付した。 
・ 2012 年 12 月 3 日までに、各参加者の旅費・滞在費と VISA 取得経費の計算を事務に依頼し、






lecture1: Welcome Remark and Introduction to Exoplanet Observations (Tamura) : 20 min. 
lecture2: Theories of planet formation (Hori): 40 min. 
lecture3: Subaru Telescope instruments (Kotani): 40 min. 
lecture4: Radial velocity method (Harakawa): 40 min. 
lecture5: Transit planets by photometry (Narita): 40 min. 
lecture6: Microlensing method (Fukui): 40 min. 
Banquet 
December 4th 
lecture5: Transit planets by spectroscopy (Hirano): 40 min. 
lecture8: Direct detection method for planets (Takahashi): 40 min. 
lecture9: Direct detection method for protoplanetary disks (Mayama): 20 min. 
lecture10: HiCIAO data analysis (Kusakabe): 30 min. 
Practical works: HiCIAO data analysis (Kusakabe and Hashimoto) 
December 5th 
Presentations by participants: 6 min. each 
lecture11:Introduction of SOKENDAI (Mayama): 20 min. 






































り、今回で 9 回目になる。今年度は平成 25 年 1








 今回は、テーマを「Frontiers in Photo-Molecular Science」した。1 講義当たりの時間を 90
分 2 コマとして、以下の先生方にご講義いただいた（講義順）。 
永田央先生（分子研） 
"Building Photosynthesis from Synthetic Organic Molecules" 
岡本裕巳先生（分子研） 
"Near-field microscopy and plasmons in metal nanostructures" 
石崎章仁先生（分子研） 
"Photosynthetic Light Harvesting: Recent Advances in Theoretical and Experimental Studies" 




   
 
平等拓範先生（分子研） 
"Solid-State Photonics toward Giant Micro-photonics" 
Baltuska, Andrius 先生（ウィーン工科大学） 





































このうち 1-3 は外務省の査証関連のウェブページからダウンロードできる。全て日本語で良い。 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/visa/index.html 










   
 
 平成  年  月  日 
 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 A：次世代研究者育成教育プログラム 
プロジェクト名 アジア冬の学校  
研究科： 物理科学研究科 
専 攻： 核融合科学専攻 
 
申請代表者     
（事業実施責任者） 















 平成 25 年 1 月 29 日(火)から 2 月 1 日(金)まで核融合科学研究所(NIFS)で開催されました。海


























































申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：曽根 理嗣 
 開催日時 ２月５日（火）～７日（木） 




































   













































































科学 極域 学融合 その他 合計
学生 21 27 23 10 2 2 1 86
教員 8 6 15 6 1 1 2 39













































































平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 ① 各専攻・各研究科横断型教育事業 B:国際的研究リーダー育成プログラム




申請代表者     
（事業実施責任者） 






































   
 
なり、そこでプレゼンテーションを行おうという意欲的な学生は確実に増加している。 


















   
 
 平成 25 年 3 月 29 日 
 







申請代表者     
（事業実施責任者） 











  今年度は 10 カ国から 26 名が参加した。それぞれの配属研究室での研究活動の他、様々な交流活動に
参加した。以下に各専攻における実施概要を述べる。 
＜遺伝学専攻＞ 
 昨年度同様、5月中旬から９月にかけ 10 週間のプログラムを実施する事とし、Web にて募集を行なっ
た。70 名の応募があり、この中から自己 PR エッセー、学業成績、及び指導教員の推薦書をもとに選考
を行ない、10 名を採用した。国別内訳はインド５名、台湾４名、アイルランド 1 名であった。このう
























































    












が 6.7 倍を超える結果となった。11 人のうち 3人が、採択後、本人のやむを得ない事情により来
日をとりやめたため、補欠から繰り上げ採択し、最終的に 10 人が体験入学を実施した。 












































学院生レベルの共同研究プログラムも進めている。これまでに Indian Institute of Science 




































































スシラバス(English for Scientists1)と、それを修了した学生が受講する 2年目の発展コー












































参加者は合計で 30 名だった。招聘講師は、ドイツ・マールブルグ大学 Uwe Homberg 教授、国立
台湾大学 En-Cheng Yang 教授、アメリカ・ウッズホール海洋研究所 Trevor Wardill 博士と Paloma
Gonzalez 博士の４名だった。その他、海外からはバージニア大学 Masashi Kawasaki 教授、国立
台湾大学 How-Jing Lee 教授が、講師・コメンテータとして参加した。総研大からは３つの専攻か
ら合わせて、院生５名、ポスドク５名、教員５名、国内外の他大学からも９名の参加があった。
プログラムは添付資料のとおりである。７月８日の午後５時に葉山キャンパスに集合、全員の
















































































































   
 
 平成２５年 3 月 29 日 
 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 ②全学交流型教育事業 A:海外総研大レクチャー 
プロジェクト名 
The 7th  Asian Winter School on Strings, Particles and Cosmology and 





申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：北澤良久 
開催日時・場所 
１7th APCTP Winter School on Fundamental Physics 
( 2013.1.21 - 2013.1.30 ) 
韓国、ポハン 






教育効果等について、概ね 200 字程度で記載してください。 
（当初申請書提案時の記載内容の要約で可） 
 
























   
 
宇宙論素粒子弦理論に関するアジア冬の学校(Asian Winter School on Strings,  
Particles and Cosmology)は、インド・韓国・中国・日本（総研大）の共催によって 
持ち回り形式で既に６回開催され、開催地も一巡し、アジア諸国における本分野を 
代表する冬の学校として大きな実績を残して来た。 
本年度は、中国北京 Tulip Hot Spring Garden Resort で開催された。開催日時は、平 
成２５年２月１８日より２５日の８日間であった。 


















１０日間程度の Winter School を開催する。韓国・インド・中国と共同開催し、アジ 






























なお本事業の一環として、本スクールの理解に必要な基礎的知識習得をめざした The  second  winter 




















来年はインドのプリで、１月９日から１８日まで開催の予定です。校長は Tata Institute of 















   
 
 平成 25 年 1 月 31 日 
 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 





申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：平田光司・標葉隆馬 
開催日時・場所 




















総研大・生命共生体進化学専攻・教授 平田光司 「科学技術社会論（STS）入門」 
総研大・生命共生体進化学専攻・助教 標葉隆馬 「科学技術社会論（STS）入門」 
 
参加者数は７名であり、総研大生が 5 名、外部大学院生が 1 名、社会人聴講が 1 名であった。
またその背景は、物質構造科学専攻、天文科学専攻、核融合科学専攻、宇宙科学、生理科学、教
育学など多岐にわたった。参加者の内 2 名については、特定の講義におけるピンポイント参加と











   
 



















































































































































































































































































































































































   
 
 平成 25 年 2 月 14 日 
 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 総研大レクチャー 




申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：村尾静二 
開催日時・場所 
第一部「講義と実習」：平成 24 年 7 月 23 日（月）～26 日（木） 






















縣 秀彦 （総研大物理化学研究科天文科学専攻・国立天文台准教授） 




受講生 5 名 
総研大 文化科学研究科 比較文化学専攻 2 名（女 2 名 ） 
総研大 文化科学研究科 地域文化学専攻 2 名（男 1 名、女 1 名） 





































































































































   
 
 平成２５年 ２月 ４日 
 













2012 年 1 月 18 日～20 日 































今年度は、当初他専攻の 2 名の学生から申し込みがあったが、1 名の都合がつかなくなった。結局、他専
























   
 












申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：小島 本葉 
 開催日時・場所 
第一回平成 24 年 9 月 15 日（大阪大学中之島センター） 




















また実施内容の詳細は、Skype を利用した会議を週 1 回程度の頻度で行うこと決定していく。
すでに実際に、異なる研究分野の学生の間で生じる「理解のズレ」をどう乗り越えていくか、























・参加人数 20 名 
鎌形 貴範：総合研究大学院大学 基礎生物学専攻 M2 
吉田 崇博：総合研究大学院大学 極域科学専攻 M2 
高橋 明大：総合研究大学院大学 遺伝学専攻 M2 
鵜之沢英理：総合研究大学院大学 遺伝学専攻 M2 
琴 梨世：総合研究大学院大学 遺伝学専攻 M2 
岩瀬 峰代：総合研究大学院大学 講師 アドバイザー 
立花 浩司：北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 M2 
江崎 大嗣：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M2 
池田 惇耶：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M2 
吉田 昌剛：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M2 
奥村 知樹：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M2 
大串 正矢：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M2 
早苗 駿一：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M1 
國本 将也：奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 M1 
安達 大輝：総合研究大学院大学 極域科学専攻 D1 
坂口あかね：総合研究大学院大学 遺伝学専攻 D1 
榮岩 春奈：総合研究大学院大学 遺伝学専攻 D1 
大野 誠：総合研究大学院大学 核融合科学専攻 M1 
Alejandro Amaya：総合研究大学院大学 比較文化学 D1 










   
 















































   
 
 平成２５年３月３１日 
平成 24 年度総研大全学教育事業実施報告書 
 
申請区分 




専 攻：遺伝学専攻  
 
申請代表者     
（事業実施責任者） 
 氏 名：高橋明大 












    ◆運営メンバー： 
高橋明大 （総合研究大学院大学 遺伝学専攻） 
加藤尚徳 （総合研究大学院大学 情報学専攻） 
鵜之沢英理 （総合研究大学院大学 遺伝学専攻） 
琴梨世 （総合研究大学院大学 遺伝学専攻） 
山本匠 （岩手大学 農学部） 






第 136 回 知的財産マネジメント研究会 に参加した。 
『大学の研究活動を支えるリサーチアドミニストレーターについて』  
 − 高橋真木子 氏（（独） 理化学研究所 研究戦略会議 研究政策企画員） 
『ライバルに勝つ強力な特許群を構築する最新の発明分析・強化法』 
 − 上村輝之 氏（アイディエーション・ジャパン株式会社 代表取締役社長）  
『リサーチアドミニストレーターの日々』 












2012/07/07 第 137 回 知的財産マネジメント研究会に参加した。 
『若手研究者のための知的財産リテラシー』 
 − 山田光利 氏（Smips 若手研究者のための知的財産リテラシー分科会オーガナイザー） 
『ラボノート再考：研究室におけるリーダーシップと知的財産マネジメント』 
















2012/10/06 第 139 回 知的財産マネジメント研究会に参加した。 
『我が国におけるアントレプレナーシップ教育のあり方について －九州大学の取り組みから－』   
 − 谷川徹 氏（九州大学 産学連携センター教授/副センター長 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター長）   
『研究費が増やせるメディア活用術』 
 − 山本佳世子 氏（日刊工業新聞社 論説委員兼編集委員） 
『創造性共有社会に向けたまなざしのデザイン』 
− 花村周寛 氏（大阪府立大学 観光産業戦略研究所 ２１世紀科学研究機構 准教授） 





























2012/11/10 第 140 回 知的財産マネジメント研究会に参加した。 
『再生医療の産業応用の可能性』 
− 大和雅之 氏（東京女子医科大学 先端生命医科学研究所  教授） 
産学連携分科会セミナー 






2012/11/11 サイエンスアゴラ 2012 に参加した。 
サイエンスアゴラ 2012 に参加し、ライフサイエンスのアウトリーチについて出展者と議論した。 
2012/12/15 第 141 回 知的財産マネジメント研究会に参加した。 
『東日本大震災復興へ向けての産学官金連携の取り組み』 













2012/02/09 第 143 回 知的財産マネジメント研究会に参加した。 
『リサーチアドミニストレーターの仕事』   
 − 白井哲哉 氏（京都大学 リサーチアドミニストレーター）    

































































Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 平成25年度全学教育事業経費採択⼀覧
平成25年度全学教育事業経費採択⼀覧
申請事業区分 プログラム名称 専攻 申請代表者 事業予算額 報告書
次世代研究者育成




者育成 宇宙科学専攻 松原 英雄 2,346,000
次世代研究者育成
教育プログラム ⽣命科学リトリート 基礎⽣物学専攻 川⼝ 正代司 4,610,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 国際合同加速器スクール 加速器科学専攻 ⽣出 勝宣 1,696,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 素粒⼦宇宙分野のアジア冬の学校 素粒⼦原⼦核専攻 北澤 良久 429,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 国際的プレゼンテーション能⼒強化プログラム ⽣理科学専攻 定藤 規弘 5,009,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 体験留学プログラム 遺伝学専攻 鈴⽊ えみ⼦ 7,024,000
国際的研究リーダー




⾰の強化推進にむけて 遺伝学専攻 平⽥たつみ 6,203,000
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法B―地域研究の⽅法― ⽇本歴史研究専攻 ⼩池 淳⼀ 843,000
総研⼤レクチャー 総研⼤レクチャー「学術映像の基礎－みる・つくる2013」 地域⽂化学専攻 久保 正敏 917,000
総研⼤レクチャー 科学技術倫理と知的財産権―学術研究の適切なすすめ⽅ メディア社会⽂化専攻 児⽟ 晴男 86,000
総研⼤レクチャー 科学における社会リテラシー ⽣命共⽣体進化学専攻 平⽥ 光司 標葉 隆⾺ 331,000
総研⼤レクチャー 国際コミュニケーション 岩瀬 峰代 ―
総研⼤レクチャー 科学コミュニケーション 眞⼭ 聡 626,000
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法A－資料調査法－ ⽇本歴史研究専攻 ⼤久保 純⼀ ―





   
 
 平成 26 年 1 月 28 日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 
申請区分 ①各専攻・各研究科横断型教育事業  A 次世代研究者育成教育プログラム 
プロジェクト名 アジア冬の学校 
 







平成 25年 11月 11日～11月 13日（相模原キャンパス、宇宙科学専攻／天文科学専攻） 
平成 25年 11月 13日～11月 15日（三鷹キャンパス、宇宙科学専攻／天文科学専攻） 
平成 25年 12月 10日～12月 13日（岡崎コンファレンスセンター、構造分子科学専攻／
機能分子科学専攻） 







































































広く供することを目的として平成 16 年度に始まり、今回で 10 回目になる。今年度は平成 25 年
12 月 10 日（火）から 13 日（金）にかけて岡崎コンファレンスセンターにおいて開催した。海外
からの応募者は 61 名あり、これを書類選考で絞り込み、17 名を受け入れた。その国籍別の内訳
はタイ 6 名、インドネシア 4 名、シンガポール 3 名、中国 2 名、ベトナム 1 名、マレーシア 1 名
である。また、EXODASS（分子研のアジア若手研究者招へい事業）の留学生が 12 名、日本国内
からの参加者が 14 名あり、講師を除く参加者は合計 43 名であった。 
 






   
 
いた。1 講義当たりの時間を 180 分（90 分 2 コマ）として、以下の先生方にご講義いただいた（講
義順）。 
 
◆村橋 哲郎 先生（分子研） 
"Organometallic Complexes of Transition Metals: Structures and Reactivities" 
◆山本 浩史 先生（分子研） 
"Organic Field-Effect-Transistors: Its mechanism, application and recent advances" 
◆金 尚彬 氏（分子研／総研大）※45 分 
"Large Pore Donor-Acceptor Covalent Organic Frameworks and their Charge Transfer and 
Separation Events" 
◆望月 建爾 氏（分子研／総研大）※45 分 
"A new molecular level insight into how the hydrogen bond network is disordered in 
homogeneous ice melting" 
◆長坂 琢也先生（核融合研）※90 分 
"Development of Low Activation Vanadium Alloys for Fusion Reactor" 
◆江原 正博 先生 



















 核融合科学専攻の総研大アジア冬の学校は平成 25 年 12 月 10 日から 13 日まで核融合科学研究
所(NIFS)で、海外からは中国、韓国、インド、台湾、インドネシア、オーストリア、イタリア、
セルビア、ハンガリーの 9 つの国と地域から 16 名、国内からは 9 名(内 2 名は NIFS より)合計 25
名の参加のもとに開催されました。初日となる 12 月 10 日には核融合研究入門およびプラズマ波
動及び加熱に関する講義のあと、開校式が行われ、小森専攻長の歓迎の挨拶、記念撮影が行われ
ました。 
 2 日目には初日に引き続き核融合入門の及び MHD シミュレーションの講義が午前中に、午後に
は構造分子科学・機能分子科学専攻との講師交換に基づく分子シミュレーションの講義、および
参加者及び NIFS メンバーによるポスター研究紹介が行われました。 
 3 日目はプラズマ粒子シミュレーションの講義、大型ヘリカル装置(LHD)実験見学、バーチャル
リアリティ(VR)装置 CompleXcope での 3 次元プラズマ空間体験が実施されました。LHD 実験見
学では、実験中のため、LHD の装置そのものを見ることはできませんでしたが、実験中の制御室






















   
 
 平成 26 年 1 月 30 日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 











氏 名：川口 正代司 
















日時：平成 25 年 10 月 30 日〜平成 25 年 10 月 31 日（１泊２日） 
開催場所：ヤマハリゾートつま恋コンベンションホール 














学生 30 22 21 9 2 0 0 0 0 84 
教員 16 10 23 6 0 1 3 1 3 63 












































 リトリート 2 日目の昼食時を利用して参加教員による FD 会議を開催した。今回の FD 会議の議
題は、(1) グローバル人材養成のための科学英語教育について（遺伝研・広海先生）、(2)ミクロマ


























































 今年度は 147 名の参加者があった。昨年度は参加者が 125 名と少なく、その原因は 12 月上旬の
開催で日本分子生物学会の年会直前であったためではないかと推測された。今年度は例年通りの
































   
 
 平成 26 年 1 月 14 日 
 











氏 名：生出 勝宣 
開催日時・場所 平成 25 年 10 月 23 日〜31 日・富士教育研修センター及び KEK 
 
○ 要旨 
 Joint US-CERN-Japan-Russia International Accelerator School の一環として、日本がホストして静岡



































 “Introduction to Particle Accelerators” を テ ー マ と し 、 Joint 
US-CERN-Japan-Russia Accelerator School を静岡県裾野市にある富
士教育研修所で開催した。現在、世界各国で加速器の建設が進んでい
るが、日本でも複数の大型加速器が建設中、計画中である。既に進行


























から寄せられた。その後、10 月 30 日に理化学研究所仁科セ
ンターの超伝導リングサイクロトロン SRC を見学、10 月 31 日






 こうした通常のプログラムの他に、富士での最終日と最終日前日の 2 日間、講義が終わってから夕















   
 
 平成２６年 ２月 ５日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 



















教育効果等について、概ね 200 字程度で記載してください。 
（当初申請書提案時の記載内容の要約で可） 
 


























   
 
宇宙論素粒子弦理論に関するアジア冬の学校(Asian Winter School on Strings,  
Particles and Cosmology)は、インド・韓国・中国・日本（総研大）の共催によって 
持ち回り形式で既に７回開催され、開催地も一巡し、アジア諸国における本分野を 
代表する冬の学校として大きな実績を残して来た。 
本年度は、インド、プリ、Blue Lily Hotel で開催された。開催日時は、平 
成２６年１月９日より１８日の１０日間であった。 

















１０日間程度の Winter School を開催する。韓国・インド・中国と共同開催し、アジ 
























































   
 
 平成 26 年 1 月 27 日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 
申請区分  B 「国際的研究リーダー育成プログラム」 
プロジェクト名 国際的プレゼンテーション能力強化プログラム 
 
































































   
 
 平成 26 年 １ 月 27 日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施（中間）報告書 
 
申請区分 ①—B：国際的研究リーダー育成プログラム 
プロジェクト名 体験留学プログラム  
 
























台湾からの３名の参加者については、母校の National Taiwan University(NTU)との協議により、招聘























れたいという希望がよせられている。プログラムの概要と感想文は Messages from NIGINTERN2013 とし
て下記ウェブサイトに公開している。http://www.nig.ac.jp/tokusyu/2013nigintern/index.html 
   





  まず平成２５年度４月から６月にかけて専用の HP を開設して募集を行った。希望研究室（１３研究室が


















   
 
















は、約 20 倍もの大激戦となった。10 人のうち 2人が、採択後、本人のやむを得ない事情により来
日をとりやめたため、補欠から 1 人を繰り上げ採択した。もう 1 人は年度末ギリギリのキャンセ
ルだったため、繰り上げ採択はできなかった。最終的に 9人が体験入学を実施した。 


















































学院生レベルの共同研究プログラムも進めている。これまでに Indian Institute of Science 
















   
 
 平成 26 年 01 月 29 日 
 
平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 
申請区分 B: International research leader training programme 
プロジェクト名 International presentation skills development education  
 
申請代表者     
（事業実施責任者） 
 
研究科： School of advanced sciences 
専 攻：Department of evolutionary studies of biosystems (ESB) 
氏 名：Hideki Innan 




For researchers at the international level, communication skills are essential. As of last year, 
we at ESB are utilizing the highly successful English for Scientists curriculum developed by 
the National Institute of Genetics to raise the English presentation ability of our students. In 
accordance with the students’ needs, we intend to provide an integrated course covering not 





The Scientific Presentations in English course is taught by a part-time teacher who comes to 
the School for 3hr each week, 26 weeks of the year. This was the current teacher’s second year 
in the position, and he will continue next year. The contact time is split into a 90 minute lesson 
and a 90 minute “office hour”, during which students may consult with him informally on a 
one-to-one basis. The lesson content covered all aspects of scientific presentation, including 
topics such as “Creating a story with flow and focus”, “Describing graphs and charts”, and 
“Constructive scientific debate”. A recent (Dec 2013) course evaluation indicated that nine 
students were regularly attending the class. 
The feedback obtained in the evaluation was overwhelmingly positive, with all students 
agreeing / strongly agreeing the teacher is approachable, and 90% (strongly) agreeing that the 
course content was well-tailored to the students’ needs. We are particularly pleased with the 
number of students making use of the office hour: seven students attended it at least 
occasionally, and of these, six found it “very useful”. 
One difficulty for the course is that the students’ English proficiencies vary widely, so finding a 
suitable level at which to pitch the lessons is challenging; two students reported that the 
course was too difficult for them. Furthermore, the English for Scientists curriculum from NIG 
is too advanced for our students, necessitating considerable adaptation by the teacher.  
A final issue is the balance between speaking and writing. The objective of the course is 
ostensibly to develop presentation skills, but many of the students were asking the teacher for 
help with written compositions. The reason for this is that all students are required to submit 
abstracts in English as of this year (see next section). Therefore, he has modified the syllabus 
101
（別紙 1） 
   
 
for next year to include some work on reading and writing skills rather than focussing solely 
on presentation; new topics include “Reading scientific journal articles in English” and 





We must acknowledge the fact that our students are at a widely varied level of English ability. 
Surely the only way to remedy this problem is to conduct more of the curriculum in English, so 
that the students are exposed to the language on a day-to-day basis and thus gain confidence 
in using it. However, this transition away from Japanese-language teaching must be gradual, 
as an abrupt switch would put immense strain on both students and staff. We have already 
started this process, by requiring English abstracts to be submitted for the bi-annual student 
progress reports, and for students in third year and above to give their progress presentations 
in English. This move has been reasonably successful and well-received. 
Another way we can promote an English-speaking academic culture is by encouraging foreign 
students and staff to join our school. An Indonesian student recently enrolled, and a 
Taiwanese student has been accepted to begin next year. Both of these students require tuition 
in English. While this presents some logistical challenges in the short term, it represents an 
opportunity to create a more international atmosphere in our department. In addition, the 
school’s first foreign faculty member was appointed last year, and will be giving a lecture 
course in English in the coming year. 
The Scientific Presentations in English course will have a more important role than ever to 
play in equipping our students to handle this shift. While we consider the course to be a 
success, we believe that given greater resources there is scope for expanding the program to 








   
 
 平成  年  月  日 
 

































能な場合は、活用頂けますようお願いします。（概ね A4 用紙 3 枚以内） 
※ 実施報告書は、原則として本学ウェブサイト上で公開いたしますので、写真や図表の権利関係を、十
分にご確認願います。 
※  本事業で開発した科学英語カリキュラムは、３研究科 6 専攻（遺伝学専攻、生理学専攻、
基礎生物学専攻、機能分子科学専攻、構造分子科学専攻、先導科学専攻）の科学英語授業
で共通に使用されている。本年度の遺伝学専攻における講義の受講者は、留学生 5名（出






















の作成が喫緊の課題となっていた。遺伝学専攻の英語講師 Todd Gorman が、指導書に大幅
な加筆を行うとともに、講義で用いるスライドを作成した。Todd は英語ネイティブである




ースシラバス(English for Scientists1)と、それを修了した学生が受講する 2 年目の発









































平成 25 年度学融合教育事業実施報告書 
 
申請区分 総研大レクチャー  
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 平成 ２５年 ２月 ８日 
 

































久保正敏 （総研大 文化科学研究科 地域文化学専攻） 
村尾静二 （総研大 学融合推進センター 客員研究員） 
南出和余 （桃山学院大学 国際教養学部 講師）総研大出身 
大森康宏 （立命館大学 映像学部 教授、総研大名誉教授） 
平田光司 （総研大 学融合推進センター 教授） 
倉田智子 （総研大 生命科学研究科 基礎生物学 特任助教）総研大出身 




総研大 生命科学研究科 生理学専攻 １名（女１名） 
総研大 物理化学研究科 核融合科学専攻 １名（男１名） 
総研大 文化科学研究科 地域文化学専攻 １名（男１名 ） 
国立民族学博物館 研究員 １名（女１名） 
四天王寺大学 教員 １名（女１名） 


























































































































（変更前）四天王寺大学 教員 → （変更後）他大学 教員 
（変更前）桃山学院大学 博士前期課程 → （変更後）他大学 博士前期課程 
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2013 年 12 月 16 日（月曜日）10:15～15：45 
2013 年 12 月 17 日（火曜日）10:15～17：30 





2014 年 1 月 16 日（木曜日）10:15～15：45 
2014 年 1 月 17 日（金曜日）10:15～17：30 
2014 年 1 月 18 日（土曜日）10:15～16：15 












































12/16(10:15-11:45) ① 「科学技術倫理」と「知的財産権」のアナリシス 
(12:30-14:00) ② 科学技術倫理（情報倫理、環境倫理、生命倫理） 
(14:15-15:45) ③ 倫理網領（科学技術倫理と知的財産権との関連性） 
12/17   (10:15-11:45) ④ 学術論文の著作と公表 
(12:30-14:00) ⑤ 学術研究の成果物の創造 
(14:15-15:45) ⑥ 学術研究の成果物の保護 
(16:00-17:30) ⑦ 学術研究の成果物の活用 
12/18   (10:15-11:45) ⑧ 学術研究の成果物の安全とリスク 
(12:30-14:00) ⑨ 知的財産権の倫理 
(14:15-15:45) ⑩ 「科学技術倫理」と「知的財産権」のシンセンス 






  ジェンダー社会科学専攻院生）（女性） 
③ 学融合推進センター 助教（男性） 
 



























1/16   (10:15-11:45) ① 学術研究の不正に関する事例 （児玉晴男） 
   (12:30-14:00) ② 論文と著作権の帰属① （児玉晴男） 
   (14:15-15:45) ③ 論文と著作権の帰属② （児玉晴男） 
1/17   (10:15-11:45) ④ 発明と特許権の帰属① （加藤 浩）  
   (12:30-14:00) ⑤ 発明と特許権の帰属② （加藤 浩）  
   (14:15-15:45) ⑥ 情報倫理 （土屋 俊） 
(16:00-17:30) ⑦ 情報倫理と知的財産権 （土屋 俊） 
1/18   (10:15-11:45) ⑧ 環境倫理（環境倫理と知的財産権）（児玉晴男） 
   (12:30-14:00) ⑨ 生命倫理 （隅蔵康一） 
   (14:15-16:15) ⑩ 生命倫理と知的財産権 （隅蔵康一） 
総合討論 （加藤 浩、隅蔵康一、児玉晴男）  
事業実施者： 児玉晴男（文化科学研究科メディア社会文化専攻 教授） 
加藤 浩（日本大学大学院知的財産研究科 教授） 
土屋 俊（大学評価・学位授与機構 教授） 
隅蔵康一（文部科学省 科学技術政策研究所 統括主任研究官）/ 
政策研究大学院大学 准教授） 
  開催場所：放送大学西研究棟 8階 メディア社会文化専攻講義室 
 






④ 学融合推進センター 助教（女性） 
⑤ 学融合推進センター 助教（男性） 
⑥ 文化科学研究科メディア社会文化専攻院生（女性）（受講者） 
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総研大・生命共生体進化学専攻・教授 長谷川眞理子 「進化学と社会」 
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Physical Skills、Logical Structure / Formatting、Designing Visuals、Social Interaction、Key 
Strategies、Managing “Flow”、Presentation Practice etc.  （計 11 時間） 
授業②ポスター・プレゼンテーション：Presentations by Participants, Final Presentation、DVD 
Recording、Discussion & Feedback  （計 4時間） 
演習Ⅰ 課題：特別講義（英語による日本の最新科学の講義）を聞いて授業で習った英語を用いて質問
を行った。 （計 3時間） 
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く」の開催 地域⽂化学専攻 佐々⽊史郎 3,335,000
次世代研究者育成
教育プログラム アジア冬の学校 構造分⼦科学専攻 ⼭本 浩史    5,069,000
次世代研究者育成
教育プログラム ⽣命科学リトリート 遺伝学専攻 中村 保⼀  3,697,000
次世代研究者育成
教育プログラム 脳科学専攻間融合プログラム ⽣理科学専攻 富永 真琴 5,377,000
国際的研究リーダー
育成プログラム 国際的プレゼンテーション能⼒強化プログラム 基礎⽣物学専攻 吉⽥ 松⽣     3,132,000
国際的研究リーダー
















総研⼤レクチャー ワークショップデザイン講座 奥本 素⼦ 29,000
総研⼤レクチャー 国際コミュニケーション 岩瀬 峰代 ―
総研⼤レクチャー 科学コミュニケーション 眞⼭ 聡 403,000
総研⼤レクチャー ⽇本歴史研究の⽅法B―地域研究の⽅法― ⽇本歴史研究専攻 柴崎 茂光 945,000
総研⼤レクチャー 科学技術倫理と知的財産権―学術研究の適切なすすめ⽅ メディア社会⽂化専攻 児⽟ 晴男 77,000
総研⼤レクチャー アーカイブズ学集中講義 ⽇本⽂学研究専攻 渡辺 浩⼀ 144,000
総研⼤レクチャー 資料保存科学（モノ資料・基礎） ⽐較⽂化学専攻 園⽥ 直⼦  30,000






 平成 27 年 3 月 31 日 
 








































































































11 月 28 日 13 時より、愛護会事務所において、一般財団法人奈良の鹿愛護会事務局長小西凉














































































（2014 年 11 月 28 日） 
セミナー上級編、身体測位の実習風景 
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Project Proposal and Objectives 
 
Introduction 
Most universities in the world have their various departments located in one or many 
campuses. This model is adopted by several countries such as the United States of America 
and Japan. In Japan, most universities have one campus where all departments and schools 
coexist. Due to expansion of the universities and the evolution of the number of enrolled 
students, some Japanese universities expanded their facilities and now have several campuses. 
Tokyo University for example has five campuses are in Hongō, Komaba, Kashiwa, Shirokane 
and Nakano. 
This model provides a geographical proximity between professors and students from different 
departments, especially within common facilities. Proximity naturally favors collaboration 
and interdisciplinary research. Many research success stories have seen the light in an 
informal context thanks to this model. 
The Graduate University for Advanced Studies (SOKENDAI) does not have its departments 
grouped in the same location. Instead, institutes that are under the umbrella of SOKENDAI 
are scattered across Japan. Some facilities are even located abroad. The distance that 












Our project aims at understanding the reasons behind the limited collaborative work in 
SOKENDAI. In a first step, it is necessary to diagnose the issues that prohibit different 
research teams from working on common projects. In a second step, we would provide some 
possible ways to overcome the diagnosed difficulties in order to enhance interdisciplinary 
collaboration within SOKENDAI. 
 
Objectives 
In this context, we are planning to: 
1. Organize meetings in different departments in order to discuss about the current 
situation and issues regarding collaboration in SOKENDAI. 
2. Meet professors and students and have a dialogue about their thoughts and 
experiences on working with other researchers from their own field or collaborating 
with people from a different field.  
3. Record interviews to be published online so that SOKENDAI students can benefit and 
learn from it. 
4. Provide a report that can be used to guide future collaborations. 
These project objectives are resumed in our C.C.C concept i.e., Connection, Communication 




National Museum of Ethnology Meeting 
 




















Ethnology is “the study of single groups through direct contact with the culture” (Wikipedia). 
It aims at highlighting the contrast between different cultures and ethnicities. 
 
National Museum of Ethnology Meeting (Minpaku) 
The National Museum of Ethnology (Minpaku) is a research institute and museum that 
provides graduate-level training in anthropology and ethnology. It was founded in 1974 as an 
Inter-University Research Institute. Since April 2004, it has been a member of the National 




In The National Museum of Ethnology (Minpaku) we first held a round table where we had 
the chance to be introduced to the kind of research being done at the institute. We had the 
opportunity to understand the need for Ethnology to collaborate with other departments such 
as genetics studies (for the study of genomes) and computer science (for simulations).  
Then we realized some interviews with local students and professors who want to share their 
experience with the rest of SOKENDAI community. After the interviews, we visited the 




























You can see the full video interview on the YouTube Chanel.  
 Professor Shiro SASAKI works at the department of 
advanced studies in anthropology. His research 
focuses on the study of Trade Activities of the 
Indigenous Peoples in the Lower Amur Basin and 
Sakhalin in the 18th and 19th Centuries Analysis of 
the Management of Privatized Hunting or Reindeer 
Breeding Companies of the Indigenous Peoples in 
Siberia and the Russian Far East and Their 
Adaptation Process to the Post-Socialist Society. 
 
Kaisi Tai is a PhD student from Taiwan. He is 
under the supervision of Prof. Sasazki at Minpaku. 
His research focuses on the immigration history of 
people in Southeast Asia.  His research uses 
genetics studies, linguistic comparison to 
understand the people immigration history. 
Immigration history linguistic, genetics, people 
immigration history the director of the Subaru 
Telescope and is a faculty of the Department of 
Astronomical Science, SOKENAI. He is interested 





International Research Center for Japanese Studies Meeting 
 
Japanese Studies 
Japanese studies is the investigation of the structure and characteristics of Japan’s culture. 
This culture is no longer confined to Japan’s territory, but is becoming a larger comparative 
perspective that takes into account Japan in a global and regional contexts. Japanese studies 
also actively include the process of historical change in the Japanese culture and its 
interactions with other cultures.  
 
International Research Center for Japanese Studies (Nichibunken) 
The mission of the International Research Center for Japanese Studies (Nichibunken), as an 
inter-university research institute funded by the government, is to promote and support the 
study of Japanese culture and history through international collaboration and cooperation and 
to support the work of Japan scholars in Japanese studies in other countries. Nichibunken 
organizes team research projects for both Japanese and non-Japanese participants and holds 
international symposiums on diverse themes every year in Japan and in other countries. Each 
year, it invites some 15 international scholars in the humanities and social sciences to come to 
Japan to freely and creatively pursue their scholarly interests using the latest research 




In the International Research Center for Japanese Studies (Nichibunken), we organized a 
round table where we had the chance to learn about the kind of research being done at the 
institute. Researchers at Nichibunken expressed their need for the expertise of other 
researchers with a different background. Among the mentioned sectors, they mentioned 





Then we recorded some interviews with local students and professors who want to share their 
experience with the rest of SOKENDAI community. 
Finally, after the interviews we visited the facilities and the Museum. 
 
























Professor Frederik Cryns have been in Japan for 
more than 25 years. He studied Japanology, which 
is about Japanese studies in Belgium, and then he 
studied at the University of Kyoto. His research 
interest is about the west and Japan historical 
relationship especially with Dutch.  
Syuntoh ken-chi is a PhD student at SOKENDAI, 
doing his research at the International Research 
Center for Japanese Studies. He is research interest 
is the history of animal protection movement at the 





During our two meetings in Minpaku and Nichibunken, several students from other institutes 
joined the discussion. Those students came from other institutes of SOKENDAI with an 
interest to learn about our project and to understand the concept of collaboration between 
different departments. After our activities, we asked those students to answer a questionnaire 
to get their feedback. In here, we present one of the students’ questionnaire answers: 
 
Name 氏名: Vanessa Romero 
Department 専攻名: Genetics 
 
1. Can you give a short introduction of yourself and your research topic? 
あなたの研究トピックについて簡単にご紹介ください。 
My name is Vanessa Romero and I am from Ecuador. I am a D3 student in the Human 
Genetics Laboratory. My research topic is an evolutionary comparison of filaggrin gene 
between primates and possible relationship with atopic dermatitis.  
2. Why did you choose Sokendai to do your PhD? 
なぜ総研大の博士課程を選びましたか？ 
I chose SOKENDAI because many of the professors in the National Institute of Genetics had 
published interesting papers and are well known. Also since, it offered a PhD course in 
English.  
3. How do you find the research environment in Sokendai and in your own department? 
How do you feel as a Sokendai student? 
自分自身の研究環境を総研大や専攻の中でどのように見つけていますか？ 
それについて総研大生としてどう感じていますか？ 
Concerning research life, National Institute of Genetics offers a variety of talks and seminars 
to learn about different topics. However only a few are in human and sometimes language is 
a barrier. Some professors are open to give you feedback on your research but not all. I think 
that classes are not enough since personally I come from a completely different background.  
I think SOKENDAI lacks social life and interaction between students. Universities in other 
parts of the world encourage these activities and have different programs and clubs to make 
life easier for international students. In addition, it lacks a program for interaction between 




4. What idea did you have about collaboration before our meeting, and what has changed 
after attending the conference? 
会議に参加する「前」と「後」で共同研究についての考え方は変わりましたか？も
し変わったのであれば、何が変わりましたか？ 
Before I thought, I could only do collaboration work with people in the Life Science 
Department. After the meeting, I understood that it could also be done with other departments 
of SOKENDAI. In addition, I realized that students from other departments are also willing 
to collaborate.  
 




My first collaborators could be from Life Science department like NIBB or NIPS. Now I am 
considering working with the Evolutionary Studies of Biosystem, Informatics and Statistical 





National Astronomical Observatory of Japan Meeting 
 
Astronomy 
Astronomy is a diverse field that combines various disciplines from the abstract, like 
theoretical physics, to the more practical, such as engineering, in order to examine planets, 
stars, galaxies and study the origin and evolution of these celestial objects.  
National Astronomical Observatory of Japan 
Because of the inherent diversity of backgrounds of people working in astronomical science, 
we set out for the Subaru Telescope, the flagship facility of the SOKENDAI Department of 
Astronomical Science, in Hilo, Hawaii to find out how scientists, engineers, support staff, and 
students from different fields as well as countries work together to unravel the mysteries of 






















The Subaru Telescope and the Hilo Base Facility in Hilo, Hawaii. Clockwise from top: 
Subaru telescope, (center structure) is one of the telescopes on the summit of Mauna Kea 
(Image courtesy of Subaru Telescope), front of Hilo Base facility, Prof. Hayashi explain the 
inner workings of the Subaru Telescope, rows of servers store the massive amounts of image 
data generated by the telescope, when telescope instruments are sent for repairs or upgrades, 
they are brought to this workshop inside the Hilo base facility. 
The Subaru Telescope is an 8.2-meter diameter optical-infrared telescope operated by the 
National Astronomical Observatory of Japan (NAOJ).  It is one of the world’s largest single 
mirror primary telescopes with state-of-the-art mechanisms to correct distortions resulting 
from its massive main mirror. The telescope itself sits atop the summit of Mauna Kea in Hilo 
Hawaii, where dry air, clear skies and limited light pollution provide ideal conditions for 
observing the night sky. Because of its remote location at the summit 4,200 meter above sea 
level, most of the action happens at the Hilo base facility where data is sent, analyzed and 
stored. The base facility is headquarters for the Subaru telescope organization and also houses 
the workshop to maintain various telescope instruments and the data center that stores the 
petabytes of images taken by the telescope. Aside from the science, Subaru Telescope also 











During our short visit, we talked to professors and students to ask them about their thoughts 
and their own experience regarding collaborative research. We asked them how it is to work 
with people from different background who may not share the same expertise and how do 
they cope with the challenges they face as a result. Interviewing senior researchers, we were 
also eager to know how they decide when a collaboration is necessary and how they select 
who to work with. Before our time ended, we met with Professor Nobuo Arimoto, the 
director of the Subaru Telescope Organization, to talk about his goals for the organization 






We have decided to give some details about our interviews at the National Astronomical 
Observatory of Japan. In the next section, we present our interview discussion with both 
Professor Nobuo Arimoto and the PhD student Danielle Doughty. 
 







Please tell us about your research interests.  
When you look at galaxies, you find that there are many different varieties in their shape or 
what we call morphology. Some are spiral while others look like a ball. My interest is in 
these ball-shaped galaxies we call elliptical galaxies. At first it looks very boring, but this 
kind of galaxy contains a lot of information about its history. First, I started with modeling 
the formation and evolution of the galaxy’s spectrum as well as the nuclear synthesis history 
of galaxies. Now here at Subaru, I am trying to observe these galaxies at the formation level. 
To observe this, the galaxies I look at are about 500 million light years away from Earth. 
With Subaru, we can look at these ancient galaxies and we take their spectrum to try to see 
what is the chemical abundance of each element, what is the metallicity, what is the velocity 
of expansion of this galaxy. From these, maybe we can connect these ancestral galaxies with 
present-day local galaxies to recount their history. 
I am also working on galactic archeology. In our galaxy, the Milky Way or the nearby 
Andromeda galaxy, we can resolve stars individually. By taking the spectrum of each star, we 
can decipher its motion and chemical pattern, which we use to classify them into groups. 
Galaxies actually form from the merging of smaller galaxies; so by looking at these star 
groups, we can infer what kind of ancestral galaxies merged to form the present day system 
and thus reconstruct its formation story.  
We hope you can also tell us more about the Subaru Telescope and organization behind it. 
Subaru telescope itself is 8.2 meters in diameter and it is a single dish and in this observatory, 
there are about 100 people working, with 25 people coming from Japan and another 75 
employed locally here in Hawaii. Many people actually come from Hilo and work for us.   
We have “open-use” observation program that started at around year 2000 and since, many 
researchers from Japan, East Asia and from all over the world have come here to use the 
telescope.  Roughly 150 papers are published every year from Subaru data, and this is a great 
Professor Nobuo Arimoto is the director of the 
Subaru Telescope and is a faculty of the 
Department of Astronomical Science, SOKENAI. 
He is interested in understanding the formation and 




achievement. Of course in astronomy there are many different interests. Some may be 
interested in planets, some are in cosmology or are into galaxies. [For the open-use system] 
we accept many different ideas, but at the same time we focus some particular fields. One is 
to invest a lot of time to find extra-solar planets and the other one is to study physics at the 
edge of the universe, which we call cosmology. For example, many astronomers, just like me, 
are interested in the evolution and formation of galaxies as well as the galactic nuclei, which 
is the supermassive black hole at the galaxy’s center. In these fields, Subaru is quite efficient 
and productive. 
One good point of Subaru [telescope] is it has a very wide field of view. Just like a digital 
camera, we can take a very large picture of the universe. Before it used to be just one single 
frame, but now we can take 7 times that size. Now, we can take a picture of the universe and 
have a better chance than before to find a very rare or special object from this very large field 
of view. Subaru is now doing this kind of survey of the universe and we hope we can many 
new targets for the next generation of large telescopes like the Thirty-meter telescope or TMT.  
What kinds of interdisciplinary collaborations does Subaru Telescope enable?  
For Subaru, we have two. Because of this very large field of view, the amount of data is huge 
and we are not accustomed to handle this huge amount of data. So we collaborate with 
statisticians and computer scientists to help us analyze this huge volume. So for example 10 
year from now, Subaru will have so many data that we will really need help and collaboration 
with experts who know how to store and analyze massive datasets. The other one is, of course, 
about planets – we want to know if there is life in other planets. There is now a new field 
called astrobiology. Astronomers are not biologists so we have a very general idea of what is 
life. So we collaborate with biologists to jointly apply our expertise in order to answer this 
question. If we do find some evidence, perhaps we could next trace the evolution of life 
across the universe. This is one exciting prospect I think for Subaru coming in the next 20 
years. 
Can you tell us about your own personal experience with doing collaborations? 
Working here at Subaru telescope, collaborations often start with receiving just one mail. For 
example, researchers tell me their background and their research question and then request if 
I participate to jointly submit their proposal to Subaru. And then we start to talk and if I find 
the idea very interesting, I agree and jointly write a proposal to submit. If we are very lucky, 
we get telescope time and then we arrange to meet and go up to the summit to observe. Once 
we have the data, we discuss and then write a paper, which spurs a kind of small project. If 
the collaboration were successful, of course both sides would like to continue. As you go on 
you get new data, which then raises new questions and ideas, which then maybe creates a 
new collaboration. In this way, you foster numerous collaborations in different fields and 
hopefully these collaborations grow. 
As director of Subaru, I also work to collaborate with other telescopes and other institutions. 
Telescopes are very expensive and manpower is also very expensive. To build-up new 




costs 6 million dollars, which we cannot afford to make alone. So one idea is to invite other 
universities and other countries to jointly build this new instrument. In the case of that 
spectrogram, we have collaborated with the University of Tokyo, Princeton, Observatoire de 
Marseille, as well as Brazil and Taiwan. So each university, each country contributes a little 
bit such that, jointly, we can achieve a bigger goal. Collaborating with other telescopes also 
means being able to reduce redundancy. Instruments are very expensive yet different 
telescopes used to have very similar instruments. We found that this is ridiculous, so we 
worked together so that each specializes in specific field. In this way we can share the 
facilities by exchanging time and achieve more in the end. Finally, we also collaborate with 
other countries. Because we want to do a lot of things yet budgets are limited, finding 
international partners will be important. Aside from jointly operating and providing funding, 
one way I think is to send some students or young engineers, technicians and astronomers to 
stay here and work with us at Subaru. Here, they can learn how to operate the telescope but 
their government supports their salary. In this way we can reduce the cost of operation while 
at the same time providing the needed expertise to researchers of other countries that do not 
have access these very large telescopes. 
What would you like to say to the SOKENDAI community who is interested in doing 
collaborative research, especially with the Subaru Telescope? 
I like SOKENDAI because it is composed of different institutions so when you meet people 
and professors, they have very different ideas from your own. I’d like to invite them to come 
here to Hawaii and stay a couple of weeks, and then talk our people, perhaps Japanese, 
American, French, Taiwanese, etc. And then you may find something mutually interesting. 
Of course collaboration doesn't start quickly, but coming here is a good place to become 
more “internationalized” and gain new friends and connections. The Subaru telescope is also 
a facility of SOKENDAI, so all people of SOKENDAI can use this place to explore their 
ideas, and network for their career. This is my message to everyone. I hope you come to 





















Can you tell us why you came to work here at the Subaru Telescope? 
I cam here in May (2014) to work under Olivier Guyon for the SCExAO instrument. I’m 
working on the first module, an interferometer on the telescope. Afeter I graduate, I’d like to 
work in the Optical Sciences as an engineer, specifically as an opto-mechanical engineer. 
That’s what I’m doing here basically. My job is to work with the instruments and improve its 
capabilities. 
 
We’ve heard that you did not have a formal astronomy background and yet you chose to 
delve into astronomical science. Would you like to tell us how you transitioned into this 
field? 
I’ve never actually formally studied astronomy. I did my undergraduate degree in Physics, 
with an emphasis in optics. And then I went on towards my masters and my PhD at the 
College of Optical Sciences at the University of Arizona. My master’s project again had 
nothing to do with astronomy. It was about contrast sensitivity with the human eye and 
building a test for that. But after talking with Olivier Guyon, after taking a class of his, I fell 
in love with building the instruments for the giant telescopes and I found out he had position 
open, so that’s how I came here. 
 
How do you think your work contributes to the greater field of astronomy? 
It may not seem like a big deal right now, but everyone has heard of directly imaging 
exoplanets. That is actually the main emphasis of SCExAO. Granted, we can’t do that with an 
instrument like the Subaru telescope because its mirror is not big enough. That’s why we are 
building larger telescopes like the ELT or the Extremely Large Telescope and the Thirty-
meter telescope. The hope is to bring an instrument like SCExAO to the telescope to get close 
to directly imaging Earth-like planets – planets that are in the habitable zone. Then we can 
find out if we are the only planet in the universe that can support life. That’s the main 
question we’d like to answer with the instruments we are working with right now. 
Danielle Doughty is a PhD student from the University 
of Arizona studying Optical Sciences. She works under 
Olivier Guyon for the SCExAO project. She shared with 
us how her work contributes to the bigger picture of 




Lastly, as a researcher, how do you keep yourself going despite the long hours and the 
seemingly endless challenges? 
When I feel that I’m spending too much time of my entire life doing research, I like to break 
it up by doing outreach to children. There are a lot of things you can do. There’s a program 
called “Adopt a Physicist” that you can do online and you talk to high school students about 
what you do exactly. I enjoy it because I know there are not a whole lot of women in science 
and I feel like its nice to reach out and talk to children because astronomy is fun. Anyone can 























In this project we concluded that: 
1. Many researchers have the need and the will to collaborate with other SOKENDAI 
departments. 
2. In various research areas, there are many opportunities for interdisciplinary 
collaboration projects. 
 
However, many reasons prohibit this potential collaborative work: 
1. The lack of communication is the main limitation behind the lack of collaboration. 
Very often, researchers mentioned that they face obstacles that require a background 
different from theirs. Nonetheless, they could not get in touch with “the right person”. 
2. The distance barrier is undeniably a limitation to any project that involves people 
from different locations. As mentioned earlier, other universities do not face this 
problem because many departments are usually located on one same campus. In 
SOKENDAI, this is an important issue since the distance between any potential actors 
in a project are likely to be in distant cities in Japan (and sometimes overseas). 
3. The limited budgets do not always allow people to move and hold research meetings. 
While virtual communication is an alternative, researchers always mentioned that 
“being together around the same table makes things move faster”. 
4. The absence of a networking platform in SOKENDAI forces local researchers to seek 
external collaborations. Very often, it would have been possible to contact a professor 
from within the university and set up a common project. 
5. The absence of social activities limits the chances of enlarging one’s network. For 
example, Japanese high schools and many foreign universities organize sport events 
where students have the chance to meet each other. The friendships established during 
such events often develop the students’ academic and professional network. 
To overcome these limitations, it is necessary to take action: 
1. Establish an online-based networking platform where SOKENDAI students and 
professors from different departments can connect, communicate, and collaborate. In 
particular, they can take advantage of the expertise of other researchers having a 
different background and different research interests. 
2. Provide more financial support for research that involves actors from different 
SOKENDAI departments. 
3. Organize annual meetings, workshops and poster sessions where students and 
professors can interact and establish connections with researchers in other fields. Such 








This project gave us a chance to know the importance of collaborative work. At first, this 
project was carried out by students from different departments. This shows that collaboration 
can be established not only at a research level but also for other student activities. We knew 
each other during the student seminar 2013 which was a good chance to network between 
students. Therefore, we strongly believe in the importance of the collaborative work, because 
it can lead to positive outcomes. It also enables students to look beyond their close 
environment and be part of a larger SOKENDAI community. 
During our investigations, we found out that several researchers share our enthusiasm in 
collaborative work. However, there were several obstacles as mentioned earlier in this report. 
Some of these obstacles prevented them from finding the right collaborators. In this report, 
we tried to highlight some of the issues to be solved in order to facilitate the communication 
and collaboration among researchers from different departments in SOKENDAI.  
The project members, strongly encourage current and future SOKENDAI students to seize 
any opportunity of meeting other researchers. While many see these events and activities as a 
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平成 26 年度開講科目 
科目名 学期 単位数  担当専攻 
分子･細胞から見た脳科学 後期 1 生理科学 
神経回路から見た脳科学 後期 1 生理科学 
システム脳科学 前期 1 生理科学 
脳科学の現在 通年 1 生理科学 
脳科学の基礎と研究法  後期 1 生理科学 
統合脳科学Ⅰ  通年 1 遺伝学、基礎生物学 
統合脳科学Ⅱ  通年 1 遺伝学、基礎生物学 
統合脳科学Ⅲ  後期 1 情報学、生理科学 
バイオインフォマティクス演習 後期 1 基礎生物学 
脳科学と社会  後期 1 
生命共生体進化学、生理科
学 
生命科学のための統計入門  後期 1 統計科学 
一歩一歩学ぶ脳科学（E-Learning） 後期 1 生理科学 
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科目名 遺伝 基生 生理 情報 合計 
分子･細胞から見た脳科学   1  1 
神経回路から見た脳科学   1  1 
システム脳科学   1  1 
脳科学の現在   1  1 
脳科学の基礎と研究法    6  6 
統合脳科学Ⅰ    3  3 
統合脳科学Ⅱ    2  2 
統合脳科学Ⅲ    5  5 
バイオインフォマティクス演習 3 4 2  9 
脳科学と社会   1 5 1 7 
生命科学のための統計入門  1  3 1 5 
一歩一歩学ぶ脳科学   4  4 
合計 3 6 33 2 44 
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平成 27 年 1 月 13 日～1 月 17 日・岡崎コンファレンスセンター 
（機能分子科学専攻/構造分子科学専攻） 
平成 26 年 12 月 2 日～12 月 5 日・核融合科学研究所（核融合科学専攻） 
平成 27 年 2 月 10 日～2 月 13 日・ 
KVN(Korean VLBI Network) 済州島大明リゾート（天文科学専攻） 















今年度は平成 27 年 1 月 13 日（火）から 17 日（金）にかけて岡崎コンファレンスセンターにおいて開催し
た。海外からの応募者は49名あり、これを書類選考で絞り込み、15名を受け入れた。その国籍別の内訳
はタイ 13 名、中国 1 名、ベトナム 1 名である。また、IIP（IMS 国際インターンシッププログラム）の留学生
が 6名、および Asia CORE Program（分子科学アジアコア多国間国際共同事業）の参加者 30名、日本国
内からの参加者が 42名あり、講師を除く参加者は合計 93名であった。 
 
今 回 は 、 テ ー マ を 「 Research and Its Challenges in Molecular Science: Fundamentals and 
State-of-the-Art」とし、分子科学の基礎から最先端にわたる講義を行った。参加者によるポスター発表，
参加学生の内 10名による Self-appeal Flash Talkも行われた。今年度は Asia CORE Program参加国（中
国、台湾、韓国）からも講師を招へいし、各分野における分子科学の基礎、最先端および将来展望につ
いて講義をしていただいた。1 講義当たりの時間を 40 分（質疑応答時間含）として、以下の先生方にご講
義いただいた（講義順）。 
 
◆Hui CHEN 先生(ICCAS, China) 
"Transition Metal Chemistry: the Interplay between Computational and Experimental Approaches " 
◆Kiyoung PARK 先生(KAIST, Korea) 
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"Spectroscopic and Computational Elucidation of binuclear non-heme iron enzyme intermediates " 
◆斉藤 真司 先生（IMS, Japan） 
 "Dynamics of water: From ambient to supercooled conditions " 
◆Jer-Lai KUO 先生（IAMS, Taiwan） 
"Motion of H+ in H-bond Network: To Eigen or To Zundel " 
◆Xiaozhang Zhu 先生（ICCAS, China） 
"Research on New Organic pi-Functional Materials" 
◆椴山 儀恵 先生（IMS, Japan） 
"Asymmetric Reaction Space Created by Hydrogen & Halogen Atom" 
◆Hyungjun Kim 先生（KAIST, Korea） 
"Multiscale Modeling of Molecular level of Processes in Materials" 
◆Bongsoo Kim 先生（KAIST, Korea） 
"Perfect crystal gold nanostructures: synthesis, properties, applications" 
◆Ting Chen先生（ICCAS, China） 
"Chiral Induction in 2D Self-Assembly of Achiral Molecules at Liquid/Solid Interface" 
◆Maofa Ge 先生（ICCAS, China） 
"Atmospheric Photooxidation Study " 
◆Kaito TAKAHASHI 先生（IAMS, Taiwan） 
"Coupling in electronic states and its imprint on reaction" 
◆大森 賢治 先生（IMS, Japan） 
"Ultrafast electron dynamics beyond mean-field in a strongly-correlated ultracold Rydberg gas" 
◆Ming-Shien  Chang 先生（IAMS, Taiwan） 
"spinor Bose-Einstein Condensates in low dimensional traps" 
◆Taiha JOO 先生（POSTECH, Korea） 
"Time-resolved fluorescence spectroscopy for molecular dynamics and structures of excited states" 
◆Jeongho Kim 先生（Inha Univ., Korea） 
"Excitation energy transfer and coherent oscillations in photosynthetic chlorosomal light harvesting 
complex" 
◆古賀 信康 先生（IMS, Japan） 
"Protein design from scratch" 
◆Ping YU 先生（ICCAS, China） 
"Tuning Interionic Interaction for Highly Selective In Vivo Sensing" 
◆加藤 晃一 先生（OIIB/IMS, Japan） 
"Dynamic orchestration of proteasomes, intracellular protein degradation machines" 
◆Tsyr-Yan Yu 先生（IAMS, Taiwan） 
" Study membrane protein in a near native environment " 
150









 核融合科学専攻は平成 26 年 12 月 2日(火)から 5日(金)まで、核融合科学研究所(NIFS)において
開催した。海外からの応募者は 90名あり、中国 3名、韓国 1名、インド 1名、台湾 2名、インド
ネシア 2 名、ネパール 2 名、タイ 1 名、フランス 2 名、イタリア、オーストリア、ロシア、ウク
ライナから各 1名の合計 18名を受け入れた。また、国内からは 1３名(総研大核融合科学専攻２名、
























電波天文冬の学校を、2015 年 2 月 10 日～13 日に総研大天文科学専攻と韓国 UST（科学技術連




になった（日本 14 名、韓国 14 名、中国 6 名、台湾 2 名、フィリピン 2 名、タイ 4 名、ベトナム
3 名、マレーシア 2 名、インドネシア 5 名、インド 1 名、ナイジェリア 1 名、英国 1 名。他にモ
ンゴル 2 名を予定したがビザの関係で残念ながら直前でキャンセルとなった）。総研大関係者とし










ョンでは韓国 KVN の 21ｍ電波望遠鏡および、世界自然遺産の城山日出峰を見学した。特に、本
物の電波望遠鏡や付随する観測装置群を間近で見られたことは、これからの電波天文学研究に興
152



















宇宙科学専攻では、平成 27 年 1 月 19 日～21
日にかけて、相模原キャンパスを中心に開催し
た。 



























































    
 
中に来賓としてご挨拶をいただいた韓国 UST の学生部長の Kapdong Park 教授からは、今後もこ
のような事業を日本の総研大と連携して継続することに期待する旨のお言葉を頂戴した。さらに、
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第 11 回生命科学リトリート 






生物 生理 遺伝 
先導 





学生 30 22 31 14 0 0 0 97 
教員 9 6 19 8 1 1 3 47 
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事業名称 学術交流フォーラム「学術資料から歴史を読み解く」の開催 
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2014 年 9 月 1 日（月曜日）10:15～15：45 
2014 年 9 月 2 日（火曜日）10:15～17：30 
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12/16(10:15-11:45) ① 「科学技術倫理」と「知的財産権」のアナリシス 
(12:30-14:00) ② 科学技術倫理（情報倫理、環境倫理、生命倫理） 
(14:15-15:45) ③ 倫理網領（科学技術倫理と知的財産権との関連性） 
12/17   (10:15-11:45) ④ 学術論文の著作と公表 
(12:30-14:00) ⑤ 学術研究の成果物の創造 
(14:15-15:45) ⑥ 学術研究の成果物の保護 
(16:00-17:30) ⑦ 学術研究の成果物の活用 
12/18   (10:15-11:45) ⑧ 学術研究の成果物の安全とリスク 
(12:30-14:00) ⑨ 知的財産権の倫理 
(14:15-15:45) ⑩ 「科学技術倫理」と「知的財産権」のシンセンス 
事業実施者： 児玉晴男（文化科学研究科メディア社会文化専攻 教授） 
開催場所：放送大学学園東京オフィス 2階会議室（放送大学東京文京学習センター内） 
 













土屋 俊（大学評価・学位授与機構 教授） 




放送大学西研究棟 8 階 メディア社会文化専攻講義室、放送大学施設 
において、当初、平成 26 年 12 月 15 日～17 日の開催を計画したが登録者がおらず、再度、平成
27 年 1 月 15 日～17 日の開催に変更し計画しなおしたが、登録者がいなかったことにより、とも
163
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専 攻：  
氏 名：奥本素子 塚原直樹 
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※実施報告書の記載項目 1～3 については、総研大ウェブサイトで公開いたします。 
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 平成２５年１月 8 日 
 









専 攻： 比較文化学専攻 
氏 名： 園田 直子 
開催日時・場所 
10 月 27 日、国立民族学博物館 
10 月 28 日、国立民族学博物館 
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受講者学生数 ３  比較文化学専攻  伊藤渚 
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  申請区分  総研大レクチャー 
  事業名称  日本歴史研究の方法A―資料調査法―2014年度 




 専 攻：日本歴史研究専攻 
 氏 名：大久保純一 
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 ・「南九州の自然史 ‐大規模火山噴火による破壊と再生の歴史‐」 
  （鹿児島大学大学院理工学研究科地球環境科学専攻・井村隆介氏 
 ・「シラス台地と暮らす人々の知恵 ‐驚異のシラス文化‐」 
  （鹿児島純心女子短期大学・橋村健一氏） 
 ・講演者などを交えてのディスカッション（一般参加者からの質問も受け付けた） 
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                    （屋久島町商工観光課課長・松本薫氏） 
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 平成 27 年 2 月 5 日 
 




































久保正敏 （総合研究大学院大学 文化科学研究科 地域文化学専攻） 
村尾静二 （総合研究大学院大学 学融合推進センター 研究員） 
大森康宏 （総合研究大学院大学 国立民族学博物館 名誉教授） 
平田光司 （総合研究大学院大学 学融合推進センター 教授） 





総合研究大学院大学 先導科学研究科 生命共生進化学専攻 １名（男１名） 
立命館大学大学院 映像研究科 ２名（男２名） 
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（変更前）立命館大学大学院 映像研究科 → （変更後）他の大学院 
（変更前）椙山女学園大学 文化情報学部 教員 → （変更後）他大学 教員 
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開催日時・場所 ①平成 26 年 11 月 10 日（月） ～ 平成 26 年 11 月 15 日（土） 








 日本歴史研究専攻の大学院生が１名から受講申し込みがあり、上記期間内に講義 20 コマ、演習 2
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平成 26 年度学融合教育事業実施報告書 
 
申請区分 ②全学交流型教育事業  B:総研大レクチャー 
事業名称 研究者のための社会リテラシー 
 




















総研大・生理科学専攻・教授 南部篤 「脳科学と社会」 




















平成 26年○月○日 改訂 
 
（別紙 1） 






















   
提出いただいた実施報告書については、原則総研大 Web サイトにて公開いたします。 
 




申請区分 学融合教育事業 総研大レクチャー 
プロジェクト名 科学コミュニケーション 
 





氏 名：眞山 聡 
 開催日時 平成 26 年 8 月 11 日(月) ～ 平成 25 年 8 月 13 日(水) 

































   






    1 日目 2 日目 3 日目 
1 9:00-  10:30    科学技術社会論   
平田 
実習 III 
2 10:40-   12:10   科学者のアウトリー
チ  眞山 
実習 IV  










5 16:50-   18:20 実習 I 実習 II   
 
科学コミュニケーション概論 
  社会に受容される研究者の情報発信について 
 
 科学技術社会論 
  研究者のコミュニケーション能力が必要となってきた社会的背景 
 
 科学の成果がニュースになるまで 
  様々な情報の受け手を意識した文章の作り方について、プレスリリース作成 
  からニュースになるまでの流れを実例として 
180
（別紙１） 
   




  研究者によるアウトリーチの実例（出前授業、サイエンスカフェなど）を大学 
  共同利用機関での活動を中心に紹介する 
 
 マスメディアと科学 I II  
  社会の眼を代表する立場から、科学記事や科学番組がどう作られるか、なにが 

























   
 












氏 名：村木 二郎 














































































































 実施申込書（様式１ ）、授業シラバス（様式２ ）および予算執⾏計画（別紙１ ）を申請代表者が所属する各専攻⻑の承認を
経て、学融合推進事務室総務係宛に提出してください。 （Mail to: cpis-ofﬁce@ml.soken.ac.jp） 
申請額の上限







準など、シラバスとして学⽣に提⽰可能な情報を申請様式 2 に記載いただきます。執筆に際しては別添資料「総合研究⼤学院⼤学 授業
シラバス執筆について」をご参照ください。
(3) 単位認定: 提出いただく上記 2 の資料に基づき、総合教育科⽬プログラム委員会が授業科⽬としての適切性について審議した結果、
単位付与について認めることができない場合があります。
















































該当箇所 平成28年度まで 平成29年度 備考














































































 申込書（様式１ 、２ ）および予算計画（別紙１ ）を申請代表者が所属する各専攻⻑の了承を経て、学融 合推進事務室総務

































































































































平成28 年度に検討・準備、平成31 年度までに「学融合推 進センター」に構築する。学⻑イニシアティブによる新分野開拓共同研究



































開講予定⽇ プログラム名称 教員の所属 担当教員 開講場所 報告書
6/1(⽊)、6/2(⾦) 研究戦略ロードマッピング 学融合推進センター ⻄中美和 国⽴情報学研究所
7/18(⽕)〜
20(⽊) 先端計測制御概論 素粒⼦原⼦核専攻 ⽥中真伸
産業振興と⼈材育成の拠
点（⻑野県飯⽥市）














8/4(⾦) 結晶の対称性・群論-基礎コース 物質構造科学専攻 神⼭崇
KEK（つくばキャンパ
ス）




センサー信号処理演習 素粒⼦原⼦核専攻 ⽥中真伸 名古屋⼤学(9/5〜9/7)、東北⼤学(9/27〜29)





















開講予定⽇ プログラム名称 教員の所属 担当教員 開講場所 報告書









8/8-10 科学コミュニケーション 基礎⽣物学専攻 倉⽥智⼦ 国⽴天⽂台野辺⼭キャンパス
10/4-7 先端計測制御概論 天⽂科学専攻 松尾宏 国⽴天⽂台野辺⼭電波観測所  




3/6-3/10 結晶の対称性・群論ー基礎コース 物質構造科学専攻 神⼭崇 KEKつくばキャンパス  
平成27年度の学融合レクチャー（講義名クリックでシラバス閲覧可能）
開講予定⽇ プログラム名称 教員の所属 担当教員 開講場所
8/10-12 科学コミュニケーション 基礎⽣物学専攻 倉⽥智⼦ 野辺⼭キャンパス
194




8/31-9/2 科学技術倫理と知的財産権I メディア社会⽂化専攻 児⽟晴男 放送⼤学
9/1-2 研究と社会 ⽣命共⽣体進化学専攻 伊藤憲⼆ JAXA宇宙科学研究所
9/10-11 太陽系の科学：南極探査と惑星探査の最前線 学融合推進センター ⼩松睦美 国⽴極地研究所JAXA宇宙科学研究所
10/13より不定期で15回 科学と対話 情報学専攻 坊農真⼸ 国⽴情報学研究所⽇本科学未来館
11/26-28 第２回総研⼤－ＵＳＴ共同セミナー、「ビッグデータと計算科学ワークショップ」 情報学専攻 宇野毅明
ICP⽣産性国際交流セン
ター









































極域科学専攻：      ２ 名 
物質構造科学専攻：    １ 名 
宇宙科学専攻：      １ 名 
比較文化学専攻：     １ 名 
基礎生物学専攻：     １ 名 











































日程 9 月10 日(木) 9 月11 日(金) 
場所 国立極地研究所 宇宙科学専攻 
9:00-10:30 
南極から見る太陽系の科学 I 惑星と彗星I 
（小島） （小松） 
10:30-12:00 














































専 攻： 基礎生物学専攻 
氏 名： 倉田 智子 

































    1日目（8.10） 2日目（8.11） 3日目（8.12） 
   朝食（天文台の食堂） 朝食（天文台の食堂） 


































 19:00- 夕食（天文台の食堂） 夕食（天文台の食堂）  





































総合研究大学院大学 基礎生物学専攻 助教 倉田智子（基礎生物学研究所 広報室）  
広報社会連携室 室長/学長付/学融合推進センタ /ー天文科学専攻 講師 眞山聡 
学融合推進センタ  ーセンター長/生命共生体進化学専攻 教授 平田光司 
沖縄科学技術大学院大 准副学長（広報担当）森田洋平 
ワック株式会社 科学番組ガリレオＸディレクタ  ー泉大知 
























教員旅費（倉田）基生研～野辺山 1 人 16,180 16,180 別用務により片道のみ支出
講師旅費（森田）OIST～野辺山 1 人 62,160 62,160
講師旅費（高橋）朝日新聞社～野辺山 1 人 16,620 16,620
講師旅費（泉）WAC(株)～野辺山 1 人 16,620 16,620
（タクシー代）野辺山駅～野辺山 1 人 1,580 1,580
打ち合わせ旅費（森田）OIST～岡崎 1 人 45,100 45,100
打ち合わせ旅費（平田）総研大～岡崎 1 人 31,580 31,580


















講師謝金（森田） 1 人 27,000 27,000
講師謝金（高橋） 1 人 27,000 27,000
















教員旅費（眞山）総研大～野辺山 1 人 22,450 22,450
教員旅費（平田）総研大～野辺山 1 人 0 0 教員研究費より支出
TA旅費（丸尾）極地研～野辺山 1 人 20,620 20,620



















TA謝金（丸尾） 1 人 46,800 46,800































10/13〜2/16 毎週火曜日 18：15−19：45 国立情報学研究所 
12/20（日）       14:00-17:00   日本科学未来館 
受講者数 
情報学専攻：         1名 
核融合科学専攻：       1名 
その他（外部）:         1名 (放送大学) 
その他 (RA):                  1名 
その他(手話通訳):             2名 (初回のみ1名) 
 
○ 事業概要 
















中西秀哉（総合研究大学院大学 核融合科学専攻 准教授） 
奥本素子（京都大学高等教育研究開発推進センタ  ー 特定准教授） 
加納圭（滋賀大学大学院 教育学研究科／京都大学 iCeMS 准教授）  
工藤充（オーストラリア国立大学 客員研究員） 
川本思心（北海道大学大学院 理学研究院 准教授）  
小川義和（国立科学博物館 事業推進部参与（兼）学習企画調整課長 筑波大学客員教授 ） 
本田ともみ（日本科学未来館 科学コミュニケーター）  
大崎章弘（国立情報学研究所 特任研究員）  
標葉隆馬（成城大学文芸学部マスコミュニケーション学科 専任講師）  
吉澤剛（大阪大学大学院 医学系研究科 准教授）  











     （受講申込み多数の場合は本学学生を優先します。） 
開催時期：平成27年10月13日（火）～平成28年2月16日（火）6限（18：15-19：45）全15回 
実施場所：国立情報学研究所(TELASを用いて基盤機関に配信)、 





























































   （様式３） 











氏 名：児玉 晴男 
開催日時・場所 













科学技術倫理と知的財産権 I 基礎編 科学技術倫理と知的財産権 II 応用編 
専攻：情報学専攻    １名 専攻：情報学専攻    １名 
専攻：          名 専攻：国際日本研究専攻 １名 































本事業は、10 回の講義を各 1.5 時間、単位認定１単位で実施した。日時と実施内容等は、下表のとおりであ
る。 
日時 実施内容 
8/31 (10:15-11:45) ① 研究と倫理綱領 (児玉晴男) 
(12:30-14:00) ② 科学・技術と法I (平田光司) 
(14:15-15:45) ③ 科学・技術と法II (平田光司) 
9/1   (10:15-11:45) ④ 論文と著作権の帰属I (児玉晴男) 
(12:30-14:00) ⑤ 論文と著作権の帰属II (児玉晴男) 
(14:15-15:45) ⑥ 発明と特許権の帰属I (加藤 浩) 
(16:00-17:30) ⑦ 発明と特許権の帰属II (加藤 浩) 
9/2   (10:15-11:45) ⑧ 営業秘密(加藤 浩) 
(12:30-14:00) ⑨ 不正競争の防止(加藤 浩) 
(14:15-15:45) ⑩ 研究とリスクマネジメント(児玉晴男) 
事業実施者：児玉晴男（文化科学研究科メディア社会文化専攻 教授） 
平田光司（先導科学研究科生命共生体進化学専攻 教授） 













本事業は、10 回の講義を各 1.5 時間、単位認定１単位で実施した。日時と実施内容等は、下表のとおりであ
る。 
日時 実施内容 
12/14 (10:15-11:45) ① 研究不正の事例研究（児玉晴男） 
(12:30-14:00) ② 研究活動の不正行為I（山口卓男） 
(14:15-15:45) ③ 研究活動の不正行為II（山口卓男） 
 12/15   (10:15-11:45) ④ 情報倫理（土屋 俊） 
(12:30-14:00) ⑤ 情報倫理と知的財産（土屋 俊） 
(14:15-15:45) ⑥ 生命倫理（隅蔵康一） 
(16:00-17:30) ⑦ 生命倫理と知的財産（隅蔵康一） 
12/16   (10:15-11:45) ⑧ 環境倫理（児玉晴男） 
(12:30-14:00) ⑨ 環境倫理と知的財産（児玉晴男） 


















命倫理）と知的財産、③ 倫理網領（科学技術倫理と知的財産権との関連性）、④ 知的財産権の倫理、⑤ 学術論




権―学術研究の適切なすすめ方 ② 応用編」の各 10 回各 1 単位として、「科学技術倫理と知的財産権 ① 基礎
編」は事業実施責任者が実施し、「科学技術倫理と知的財産権 ② 応用編」は外部教員を加えて拡張して実施し、





























専 攻： 比較文化学専攻 











専攻：地域文化学   １名 
専攻：         名 
専攻：         名 



















比較文化学専攻 教授 岸上伸啓 
学融合推進センタ  ー 教授 平田光司 
比較文化学 名誉教授 久保正敏 




基礎生物学専攻 助教 倉田智子 
比較文化学専攻 名誉教授 大森康宏 
学融合推進センタ  ー 研究員 村尾静二 
 
(2) 受講生 
 受講生 7名 
 地域文化学   １名(男性1名) 
    立命館大学大学院 映像研究科 3名(男性1名、女性2名) 
桃山学院映像学科メディア映像文化専攻 1名（女性1名） 
産業考古学会映像記録分科会 1名(男性1名) 
ロンドン大学人類学専攻Ph.D Candidate 1名(女性１) 
 
(3) 実施方法 













































































（変更前）立命館大学大学院 映像研究科、桃山学院映像学科メディア映像文化専攻 → （変更後）他の
大学院 


















研究科： 学融合推進センタ  ー
専 攻： 
氏 名：塚原 直樹 
開催日時・場所 ７月２３日（土）～２４日（日）・総研大葉山キャンパス 
受講者数 
国際日本研究専攻：       １ 名 
遺伝学専攻：          １ 名 
地域文化学専攻：        １ 名 
















































































































研究科： 学融合推進センタ  ー
専 攻： 







専攻：比較文化学      1名 
専攻：構造分子科学     1名 
専攻：機能分子科学     1名 
専攻：物質構造科学     2名 
専攻：素粒子原子核     2名 
専攻:生命共生体進化学専攻  2名 





























総合研究大学院大学 学融合推進センター長 鎌田進 
天文科学専攻 准教授 大石雅壽 
物質構造科学専攻 教授 神山崇 
極域科学専攻 教授 伊村智 
極域科学専攻 教授 東久美子 
極域科学専攻 准教授 外田智千 







7月25日(月)～8月31日(水) 第2講「読み書きから学ぶ 宇宙・地球」（参加学生各自） 
内容：課題図書は次の3冊から、学生各自が自分に合ったものを選び、読書と課題作成を行う。 
（１） 『宇宙･自然システムと人類』海部 宣男 (著), 佐々木 晶 (著), 杉山 直 (著) 出版社: 放送大学教育
振興会; 新訂版 (2014/03) 
（２） 『地球環境46億年の大変動史』田近 英一（著） 出版社: 化学同人 (2009/5/30) 



























































月 日   場所 タイトル 担当者 
７月 ２５日 第１講 TELAS による遠隔講義 ガイダンス 鎌田・七田 
〜８月 ３１日 第２講 各自 読み書きから学ぶ 宇宙・地球   








    同上 
Belle-II 測定器、Super KEKB 加速
器、放射光実験室 
  宇野 小磯 原田 
    第５講   JAXA って なあに？ 石川 




    第７講 JAXA 実験棟 ISS・きぼうを利用する科学の実際 石川 
    第８講 JAXA 見学コース 宇宙を研究する・宇宙で研究する 石川 




  同上 地質標本館展示室  地質標本館スタッフ 





























 （様式 4） 
平成２８年１２月２７日 
 
平成 28 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 







氏 名：倉田 智子 
開催日時・場所 平成 28 年 8月 8日(月) ～ 平成 28年 8月 10日(水) 
国立天文台 野辺山宇宙電波観測所 
受講者数 情報学専攻： １名 
国際日本研究専攻： １名 
極域科学専攻：  １名 
加速器科学専攻：  １名 
物質構造科学専攻：  １名 
素粒子原子核専攻：  １名 














 学融合レクチャー「科学コミュニケーション」を平成 28 年 8 月 8 日〜10 日の日程で国立天文台野







総合研究大学院大学 基礎生物学専攻 助教 倉田智子（基礎生物学研究所 広報室）  
          広報社会連携室 室長/学長付/天文科学専攻 講師 眞山聡 
               学融合推進センター 特任教授 平田光司 
          天文科学専攻 准教授 齋藤正雄 (野辺山宇宙電波観測所 所長) 
222
 沖縄科学技術大学院大 准副学長（広報担当）森田洋平 
ワック株式会社 科学番組ガリレオＸディレクター 泉大知 




  1 日目（8.8） 2 日目（8.9） 3 日目（8.10） 
  朝食（天文台の食堂） 朝食（天文台の食堂） 























































7 演習 I 
口頭で研究をシンプルに紹
介 90分 16:50-18:20 





















    科学コミュニケーション概論 
























































































































































専 攻： 核融合科学専攻 





加速器科学専攻 ：       ２ 名 
素粒子原子核専攻：       ２ 名 
専攻：               名 











































中西秀哉（核融合科学専攻）     実習指導、成績評価、等を担当 





 1日目 10/26（水） 9:30-17:30  
 9:30-9:40 全体概要 
 9:40-10:30 予習内容の確認（50分） 
 10:30-11:00 【組み合わせ回路】 Verilog-HDL記述（30分） 
 11:00-11:30 【組み合わせ回路】 RTL解析（30分） 
 11:30-12:30 お昼休み（60分） 
 12:30-14:00 【組み合わせ回路】 Xilinx社Vivadoを用いた論理シミュレーション（80分） 
 14:00-14:15 休憩(15分) 
 14:15-15:15 【組み合わせ回路】 Xilinx社Vivadoを用いたFPGAへの実装（60分） 
 15:15-15:30  休憩（15分） 
 15:30-17:30 【組み合わせ回路】 設計演習C1（120分）  
 2日目 10/27（木） 9:30-17:30 
 9:30-10:00 【順序回路】 Verilog-HDL記述（30分） 
 10:00-10:30 【順序回路】 Xilinx社Vivadoを用いた論理シミュレーション（30分） 
 10:30-10:45 休憩（15分） 
 10:45-11:30 【順序回路】 Xilinx社Vivadoを用いたFPGAへの実装（45分） 
 11:30-12:30 お昼休み(60分) 
 12:30-13:30 【順序回路】 設計演習S1（60分） 
 13:30-13:45 休憩（15分） 
227
3 
 13:45-14:15 階層構造設計（30分） 
 14:15-15:15 IPの使い方（60分） 
 15:15-15:30 休憩(15分) 




















核融合・加速器科学分野合同計測技術ワークショップ  〜計測システム開発の現状と新しい開発⼿法の可能性〜 
座長（前半） 内田智久（KEK Esys） 
13:00 -13:05 開会の挨拶   内田智久（KEK Esys） 
13:05 -13:35 LHD重水素実験のための電子機器に対するDD中性子及びガンマ線照射影響調査 
小川国大（核融合科学研究所） 
13:35 -14:05 X線天文衛星搭載へ向けたイベント駆動型SOIピクセル検出器の開発 
武田彩希（京都大学宇宙線研究室） 
14:05 -14:35 プラズマ境界力学実験装置QUESTにおけるFPGA利用の現状紹介 
長谷川真（九州大学応用力学研究所） 
14:35 -15:05 Hyper-Kamiokande 用フロントエンドエレクトロニクスの設計 
早戸良成（東京大学 宇宙線研究所） 
15:05 -15:35 核融合研LHD実験における計測FPGA応用の現状と展望 
中西秀哉（核融合科学研究所） 
 
15:35 -15:55   休憩（20分） 
 
座長（後半） 中西秀哉（核融合科学研究所） 




16:25 -16:55 ソフト屋がXilinx zynq-7000をさわってみた ～体験記～ 
千代浩司（KEK Esys） 
16:55 -17:25 Zynqと組み込みLinuxによるフロントエンドエレクトロニクス制御 
坂本宏（東京大学素粒子物理国際研究センター） 
17:25 -17:55 Xilinx High Level Synthesis(HLS)を用いた合成結果の検討 
濱田英太郎（KEK Esys） 































































氏 名：松尾 宏 
開催日時・場所 平成２８年１０月４－７日・国立天文台・野辺山宇宙電波観測所 
受講者数 
専攻：素粒子原子核  ２名 
専攻：加速器科学   １名 
専攻：天文科学    １名 


















































 10月4日 オリエンテーション（2時間） 
 10月5－6日 講義（12.5時間） 




 機能分子科学専攻 ” ナノ光学で見る極微の世界” 岡本 裕巳 
 10:40-11:50 
 物質構造科学専攻 ” 量子ビームをプローブとした物質研究” 佐賀山 基 
 
 13:30-14:40 
天文科学専攻 “可視光、近赤外でみた天文、宇宙、ダークエネルギー” 宮崎 聡 
14:55-16:05 
天文科学専攻 “天文学用電波望遠鏡の計測” 齋藤 正雄 
16:20-17:30 
天文科学専攻 “宇宙からの電波をとらえる観測装置” 小嶋 崇文 
 17:30-18:00 
 学融合テーマについての議論 I 




 核融合科学専攻 ”プラズマ計測と制御の最先端” 後藤 基志 
 10:40-11:50 
 情報科学専攻 ” 学術研究教育のための情報通信基盤SINETの構築と活用” 中村 素典 
 
 13:30-14:40 
 北海道大学 ” ダイヤモンド放射線検出器とGPSシンチレータの開発と応用” 金子 純一 
 14:55-16:05 
 宇宙科学専攻 ”深宇宙探査機の制御” 吉光 徹雄 
 16:20-17:30 
 情報科学専攻 ” 自治体、大学、企業の協働によるソーシャル・ビッグデータ基盤とデータ駆動政策決定シ
ステム” 曽根原 登 
 17:30-18:00 
 学融合テーマについての議論 I 
 
三日目(10月7日)：実地研修 ４５ｍ電波望遠鏡、電波へリオグラフ 

















































氏 名：神山 崇 
開催日時・場所 平成 29年 3月 6日（月） ～ 平成 29年 3月 10日（金）・KEKつくばキャンパス 
受講者数 
機能分子専攻： 1名    物質構造科学専攻： 2名   
加速器科学専攻：1 名   統計科学専攻： 1名 
極域科学専攻： 1 名  聴講生： １ 名    

















   らせん軸と並進鏡面， 
3 計量テンソル，対称操作の行列表現， 
   軸変換による空間群記号の変更， 
4  正規化群，対称性と対掌性， 
   消滅則の幾何学的解釈，ワイコフ位置と結晶軌道， 





































 （様式 4） 
平成 29 年 6 月 27 日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 







氏 名：西中美和（伊村 智） 
開催日時・場所 平成 29 年 6月 1日～2日 国立情報学研究所 
受講者数 専攻： 情報学 4 名 
専攻： 素粒子原子核  1 名 
専攻： 天文科学  1 名 
専攻： 遺伝学   1 名 
専攻： 比較文化学   1 名 


























表 1.  講義担当教員一覧 
担当教員名（所属） 専門分野 
小松 睦（学融合推進センター） 惑星科学 
237
 伊村 智（複合科学研究科極域科学専攻） 南極生態学 
内川 明佳（学融合推進センター） 応用人類学 
西中 美和（学融合推進センター） ナレッジマネジメント 





















































 （様式 4） 
平成 29 年 8月 21 日 
 










開催日時・場所 平成 29 年 7月 18 日～20 日 産業振興と人材育成の拠点 
受講者数 素粒子原子核専攻：       ３ 名 
統計科学専攻：       １ 名 
専攻：         名 




































































平成 29 年 8 ⽉ 21 ⽇







開催⽇時・場所 2017 年 7 ⽉ 22 ⽇(⼟) 14:00-16:00 東京⼯業⼤学 CIC・多⽬的室 1
受講者数 国際⽇本⽂化専攻： 3 名
構造分⼦科学専攻： 1 名


























































設問 3:授業がおもしろかったか，については 5 段階評価のうち 5 と 4 がそれぞれ 4 件ずつとなっ
ている．その理由についての⾃由記述，設問の 4 から 8 の参加動機との対応，理解の程度確認と合
わせて考えるならば，ほぼ受講者が期待していた内容通りの，あるいはそれ以上の内容を提供する
ことができたと考えられる．
改善点については，設問 9 および 10 に含まれる内容につきていると思われるが，特に重要と考え



































































































































































 （様式 4） 
平成２９年１１月１７日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 








開催日時・場所  7/25 ガイダンス (TELAS@SOKEN) 
 9/13-15 集中講義 (JT 生命誌研究館，国立民族学博物館，スペースα神戸) 
受講者数 物質構造科学専攻： 2 名 
地域文化学専攻： 1 名 
















   
○実施報告 
❖ 日程 
7 月 25 日（火）TELAS 配信による遠隔授業 
 ガイダンス「大統合自然史の概要紹介、課題図書と事前レポート課題提示、総合案
内など」鎌田進（総研大／KEK）、七田麻美子（総研大） 
9 月 13 日（水）JT 生命誌研究館：講義と展示見学、スペースアルファ神戸：ワークショップ 
 講義「宇宙・地球・生命・人類を貫く時間軸」伊村智（極地研） 
 講義「生命誌——内から創る新しい知」中村桂子（JT 生命誌研究館） 










  講義「文化人類学と民博展示理念」久保正敏（千里文化財団） 
 ワークショップ「通文化的にみた人類の活動の多様性・一斉性を考える」久保正敏 
9 月 15 日（金）スペースアルファ神戸：講義とワークショップ 





























 （様式 4） 
平成 29  年 8 月 17 日 
 









氏 名：神山 崇 
開催日時・場所 平成 29 年 7 月 31 日（月） ～ 平成 29 年 8 月 4 日（金）・KEK つくば
キャンパス 
受講者数 44 名 機能分子専攻： 1 名    物質構造科学専攻： 1名   
素粒子原子核専攻：1 名    
聴講生： 7 名    





















   らせん軸と並進鏡面， 
3 計量テンソル，対称操作の行列表現， 
   軸変換による空間群記号の変更， 
4  正規化群，対称性と対掌性， 
   消滅則の幾何学的解釈，ワイコフ位置と結晶軌道， 































































 （様式 4） 
平成２９年９月８日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 







氏 名：倉田 智子 
開催日時・場所 平成 29 年 8 月 7 日(月) ～ 平成 29 年 8 月 9 日(水) 
野辺山キャンパス（国立天文台 野辺山宇宙電波観測所） 


















 学融合レクチャー「科学コミュニケーション」を平成 29 年 8 月 7 日〜9 日の日程で野辺山キャンパ








総合研究大学院大学 基礎生物学専攻 助教 倉田智子（基礎生物学研究所 広報室） 
広報社会連携室 室長/学長付/天文科学専攻 講師 眞山聡 
            天文科学専攻 准教授 山岡均 (国立天文台 広報室長) 
名誉教授 平田光司（遠隔講義で授業実施） 
沖縄科学技術大学院大 准副学長（広報担当）森田洋平 
ワック株式会社 科学番組ガリレオＸディレクター 泉大知 





  1 日目（8.7） 2 日目（8.8） 3 日目（8.9） 



































研大）90 分 15:10-16:40 
マスメディアと科学 II 
高橋真理子（朝日新聞編集
委員 朝日新聞社） 90 分 
15:10-16:40 
  
5 演習 I 
口頭で研究をシンプルに紹
介 90 分 16:50-18:20 
演習 II 
文章作成：研究を社会にむ











































































 （様式 4） 
平成 29 年 10 月 10 日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 










2017 年 9 月 5 日(火) - 7 日(木)（3 日間） 
名古屋大学東山キャンパス 理学部 C 館 5 階 C5 講義室 
2017 年 9 月 27 日(水) - 9 月 29 日(金)（3 日間） 
東北大学大学院理学研究科 物理化学合同棟 素粒子実験グループ 107 号室
受講者数 情報科学専攻：     １    名 
天文専攻：     １    名 
宇宙科学専攻：    1           名 
素粒子原子核専攻：      ３   名 















11:15-11:45 30 CMOS プロセスの説明 
11:45-12:15 30 プログラム、環境設定 
13:15-14:10 55 インバーター回路 (トランジェント解析になれる) 
14:10-14:55 45 ソース接地回路 (DC 解析になれる) 
15:10-16:10 60 電流源、ミラー回路  




11:30-12:15 45 差動増幅回路 
13:15-14:45 30 信号処理(ポールゼロ、ローパスフィルター) 
15:00-16:00 60 放射線計測用フロントエンド (ノイズ解析になれる) 
260
 16:00-17:00 60 講義 
3 日目 
10:00-12:00 
120 レイアウト実習 1 －リングオシレーターの回路設計－ 
13:00-15:00 120 レイアウト実習 2 －リングオシレータのレイアウト設計－ 
15:15-16:45 30 レイアウト実習 3 





で開かれ、総研大生 6 名を含む計 22 名の大
学院生および若手教員が参加した。 
本レクチャーは、センサーから得られる





































































 （様式 4） 
平成 29 年 10月  10日 
 










開催日時・場所 開催日：平成 29年 9月 7日（木）～8 日（金） 
開催場所： 
９月７日 国立極地研究所 
９月８日 JAXA 宇宙科学研究所相模原キャンパス 
受講者数 専攻： 物質構造科学     ３  名 
専攻： 宇宙科学       １ 名 
専攻：         名 
その他（外部）  聴講生  物質構造科学   １  名 



































9 月 7 日の初日は国立極地研究所にて、2 日目の 9 月 8 日には JAXA 宇宙科学研究所に





























葉山 小松睦美、七田麻美子、東京大学大学院理学系研究科 三河内岳、国立極地研究所 
小嶋智子、JAXA 宇宙科学研究所 佐竹渉 








 （様式 4） 
平成 29 年 11 月 25 日 
 










開催日時・場所 ・平成 29年 9 月 19-21 日 分子科学研究所（明大寺キャンパス） 
・平成 29年 10 月 24-26 日 分子科学研究所（明大寺キャンパス） 
受講者数 専攻：機能分子科学     2 名 
専攻：素粒子原子核     2 名 
専攻：加速器科学      1 名 

























を得ない。今回は、一回の講義で受講できる人数を 3 名に制限した。8 月の時点で申請者が制限人
数に達したことで、申請を締め切ったが、希望者がまだいたことから、受講回数を 2 回として、結





















































平成 29 年 11 月 8 日 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
講義名  大学教員を目指す人のための教育の方法・技術 
申請代表者1 
（授業実施責任者） 
所 属： 学融合推進センター 
専 攻： 
氏 名：  菊地浩平 
開催日時・場所 ウェブ上での作業および指導は 2017/7/1 から開始
集中講義は 9/21-23 (長野県飯田市)
最終課題は 9/24-10/31
受講者数 遺伝学専攻：   2 名 
素粒子原子核専攻： 1 名 
























3 日本の大学における教職課程の「教職に関する科目 > 実践に必要な理論および方法を修得させるための科目」





日程: 7/1-7/31 の間に遠隔指導，8/1-9/20 の間に動画視聴・ウェブ上でのグループ討論 
9/21-23 の間に集中講義，9/24-10/31 の間に最終課題 
場所: ウェブ上および長野県飯田市




 授業計画の立案に関する遠隔学習: 「高校 3 年生以上を対象に「ノーベル賞」をテーマと







価等)を担当教員が解説したものである(6 本/約 1 時間 30 分)．これは授業設計に関連する
背景知識の獲得を意図して作成したものだが，コンテンツの位置付けは参考文献であり
視聴は必須とはしなかった．
 グループ討論による市民講座カリキュラム立案に関する学習: 8 月半ば以降，受講者には
各自の授業案を踏まえた市民講座全体の設計を指示した．市民講座のテーマそのものに
ついては担当教員および連携先である飯田市との協議により「未来のノーベル賞」，時
間枠は 2 時間 30 分とした．また世界的な先端研究およびその関連分野をわかりやすく解
説し，科学に対する知的関心を持ってもらうことを旨とした．
 集中講義当日の講義および演習: 初日の 9/21 はガイダンスの後，講義を行う対象を知る


























































みが紹介された(中日新聞は 9/24 付，南信州新聞は 9/29 付)． 




































































































































































































 （様式 4） 
平成２９年１１月１３日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 






専 攻： 核融合科学専攻 
氏 名： 中西秀哉 
開催日時・場所 平成 29 年 10 月 19 日(木)～20 日(金)・核融合科学研究所 土岐キャンパ
ス 
受講者数 加速器科学専攻：       １ 名 
宇宙科学専攻：        １ 名 
専攻：              名 








































中西秀哉（核融合科学専攻）     実習指導、成績評価、等を担当 





 1 日目 10/19（木） 9:30-17:30  
 9:30-9:40 全体概要 
 9:40-10:30 予習内容の確認（50 分） 
 10:30-11:00 【組み合わせ回路】 Verilog-HDL 記述（30 分） 
 11:00-11:30 【組み合わせ回路】 RTL 解析（30 分） 
 11:30-12:30 お昼休み（60 分） 
 12:30-14:00 【組み合わせ回路】 Xilinx 社 Vivado を用いた論理シミュレーション（90
分） 
 14:00-14:15 休憩(15 分) 
 14:15-15:15 【組み合わせ回路】 Xilinx 社 Vivado を用いた FPGA への実装（60 分） 
 15:15-15:30  休憩（15 分） 
 15:30-17:30 【組み合わせ回路】 設計演習 C1（120 分）  
 2 日目 10/20（金） 9:30-17:30 
 9:00-9:30 （希望者のみ）核融合科学研究所 大型ヘリカル装置（LHD）見学 
 9:30-10:00 【順序回路】 Verilog-HDL 記述（30 分） 
 10:00-10:30 【順序回路】 Xilinx 社 Vivado を用いた論理シミュレーション（30 分） 
 10:30-10:45 休憩（15 分） 
写真 1．演習の様子（一部モザイクを施しています） 
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  10:45-11:30 【順序回路】 Xilinx 社 Vivado を用いた FPGA への実装（45 分） 
 11:30-12:30 お昼休み（60 分） 
 12:30-13:30 【順序回路】 設計演習 S1（60 分） 
 13:30-13:45 休憩（15 分） 
 13:45-14:15 階層構造設計（30 分） 
 14:15-15:15 IP の使い方（60 分） 
 15:15-15:30 休憩（15 分） 





























 （様式 4） 
平成２９年１２月１３日 
 
平成 29 年度 学融合推進センター 学融合レクチャー実施報告書 
 







氏 名：榊原 悟 
開催日時・場所 ・平成２９年１１月１３日～１５日 
・筑波宇宙センター 
受講者数 専攻：宇宙科学     ２ 名  
専攻：天文科学     ２ 名 
専攻：素粒子原子核   ２ 名 
専攻：物質構造科学   １ 名 
専攻：国際日本研究   １ 名 












































開講予定⽇ プログラム名称 教員の所属 担当教員 開講場所
6/11-13 国際コミュニケーション 学融合推進センター 岩瀬 峰代 葉⼭キャンパス
7⽉下旬-8⽉上旬 ⽇本歴史研究の⽅法A ー資料調査法ー 佐倉キャンパス
7/26-28 ⽇本歴史研究の⽅法B―地域研究の⽅法― ⽇本歴史研究専攻 柴崎 茂光 屋久島
7/29-8/1 UST-総研⼤「計算科学」共同セミナー 学融合推進センター 桑島 邦博 UST, Daejeon, Korea
7⽉下旬-8⽉上旬 ⽇本歴史研究の⽅法C ー資料調査法ー 佐倉キャンパス
8/1-5 学術映像の基礎－みる・つくる2014 地域⽂化学専攻 久保 正敏 吹⽥キャンパス
8/8-10 ワークショップデザイン講座 学融合推進センター 奥本 素⼦ 葉⼭キャンパス




9/3-5 科学技術倫理と知的財産権―学術研究の適切なすすめ⽅【基礎編】 メディア社会⽂化専攻 児⽟ 晴男 幕張キャンパス
10⽉の3⽇間 資料保存科学（モノ資料・基礎） ⽐較⽂化学専攻 園⽥ 直⼦  吹⽥キャンパス
11/11-13 アーカイブズ学集中講義 ⽇本⽂学研究専攻 渡辺 浩⼀ 福岡
12/8-10 科学技術倫理と知的財産権【学術研究の応⽤編】 メディア社会⽂化専攻 児⽟ 晴男 幕張キャンパス











































































Date Time slot Program Venue
June
17 Wed.
13:20-13:25 Introduction (Dr. Iwase)開会
Seminar Room 104,1st ﬂ. 
of Sokendai
13:30-17:00 English Presentation Skills Session Workshop 1&2 英語研修 102,103 and 104,Sokendai












Traditional Japanese Musical Instrument performance by Tokyo University of the Arts
和楽器演奏（東京藝術⼤学）
13:00-17:00 English Presentation Skills Session Workshop 3, 4&5英語研修 102,103 and 104,Sokendai
17:30-18:30 Practical Communication Skills Session  Making Meaningful Connections実践的英語研修 Sokendai Cafeteria
19:00-20:00
Japanese Culture Experience with JSPS Fellows and Hayama local volunteer residents (Japanese






9:00-12:00 English Presentation Skills Session Workshop 6英語研修 102,103 and 104,Sokendai
13:00-13:30 Poster Preparationポスター準備 102,103 and 104,Sokendai
13:30-17:00




17:00-17:10 Closing (Prof. Hirata)閉会 104, Sokendai
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⽇ 曜⽇ 時間 内容 場所
16 ⽊



















































⽇ 曜 時間 内容 場所
15 ⽔
11:00 - 12:30 開講式 ⾃⼰紹介 本学1階セミナー室
13:30 - 17:00 英語研修 学融合推進センター棟
17:30 - 19:30 JSPSフェローとの交流レセプション SVC国際会議場
16 ⽊










9:00 - 12:00 英語研修 学融合推進センター棟
13:00 - ポスターセッションの最終確認等 SVC討議室F
13:30 - 17:00 ポスターセッション（JSPSフェロー合同）ビデオ撮影 SVC国際会議場
17:20 - 17:30 閉講式 SVC討議室
291





































⽇ 曜 時間 内容 場所
13 ⽔
11:00 - 12:30 ⾃⼰紹介 本学 学融合推進センター棟13:30 - 17:00 英語研修









13:00 - 17:00 英語研修 学融合推進センター棟17:00 - 18:00 ポスターデータ修正作業・印刷 ※適宜休憩
19:00 - 20:00 ⽇本⽂化紹介【書道、茶道、折り紙】(JSPSフェロー合同) SVC B1階国際会議場
15 ⾦
9:00 - 12:00 英語研修 本学 学融合推進センター棟
13:00 - ポスターセッションの最終確認等 SVC討議室F
13:30 - 17:00 ポスターセッション（JSPSフェロー合同） SVC B1階国際会議場
293















































































































































































































































































































































































































Home > 学融合推進センターの事業と活動 > ⼤統合⾃然史（仮称）
⼤統合⾃然史（仮称）
第七回 ⼤統合⾃然史授業開発研究会
開催⽇：平成29年3⽉2⽇（⽊）
開催場所：コンベンションルーム AP品川
【概要】
 平成29年３⽉2⽇（⽊）に、コンベンションルームAP品川において、第７回⼤統合⾃然史授業開発研究会が⾏われました。第７回研究会
では、平成28年度に学融合レクチャーで試⾏を⾏った「⼤統合⾃然史Ⅰ 宇宙・地球編」の総括と、それをふまえて、平成29年度の試⾏授
業「⼤統合⾃然史Ⅱ ⽣命・地球編」をどのように⾏っていくかについて議論が交わされました。
【今年度の反省と来年度に向けた課題】
 最初に、学融合推進センターの七⽥⿇美⼦先⽣から今年度⾏った「⼤統合⾃然史Ⅰ 宇宙・地球編」とその後の研究会での議論をふまえ
た「今年度の反省と来年度に向けた課題」をお話しいただきました。反省点として、まず講義の内容をどうするか。今回は概論を講義した
が、満⾜していない学⽣もいたので、最先端の内容を話してもいいのではないか、また授業の進⾏については、学⽣と先⽣がやりとりする
時間がもっと必要だったのではないか、その他、講義をふまえての⾒学という順序で進⾏したが、これは逆でもよかったのではないか、と
いった点がとりあげられました。授業の運営については、講師間の連携をどのようにとっていくか、講師の先⽣に全体像を理解してもらう
にはどうすればいいか、また毎年継続して授業を⾏っていくにあたって事務⽅の負担をどうするかなどの課題が出されました
 さらに、学⽣アンケートを分析した結果、学⽣の専⾨以外への興味関⼼を引き出すことに関しては⼀定の有効性があるものの、⾃分の研
究との繋がりを⾃覚するまでには⾄っていないようであり、その点を考えさせるために⼯夫が必要であるとの指摘がありました。ただ、こ
れについては、細分化された専⾨との繋がりをすぐに⾃覚するのは難しいし、その後の研究⽣活の中でだんだんに理解していけばいいの
で、必ずしもすぐ学⽣に⾃覚させる必要はないとの意⾒も出ました。
【⼤統合⾃然史Ⅱの⽬的と内容】
 次に学融合推進センター⻑の鎌⽥進先⽣から、「⼤統合⾃然史Part2でやりたいこと」という題で、「⼤統合⾃然史Ⅱ ⽣命・⼈類編」の
⽬的および、そこでとりあげたい内容についての説明がありました。内容については、「Ⅰ宇宙・地球編」で「環境と⽣成物間の相互作⽤
から⽣じる時間展開」を「共進化」という⾔葉で表現し、注視してきたことをとりあげられ、Ⅱ「⽣命・⼈類編」でも、この環境と⽣成物
との相互作⽤という視点から⾒ていくことで、⼀貫した流れを理解できるのではないかということをお話されました。また、とりあげたい
内容として、⽣命系統樹のこと、⼈類進化と気温の関係、⼈類の世界伝搬、⼈新世という時代の捉え⽅の問題などを紹介していただきまし
た。その後、課題図書の候補についても議論になりました。鎌⽥先⽣からⅠ「宇宙・地球編」のように事前の予備知識を学⽣に与えるもの
を課題図書の候補としていくつか紹介していただいたのですが、天⽂科学専攻の⼤⽯雅壽先⽣から、⾃分の専⾨分野の考え⽅を他分野に広
げていった例として、物理学の⽴場から⽣命について論じたシュレーディンガーの『⽣命とは何か』を課題図書に加えるのはどうかという
案が出され、課題図書の位置づけについても議題になりました。
【⼤統合⾃然史Ⅱの授業案】
 最後にまた七⽥先⽣から「⼤統合⾃然史Ⅱ ⽣命⼈類編について」との題で、授業案についてお話しいただきました。⽇程は９⽉後半に
２泊３⽇。主な会場は国⽴⺠族学博物館および神⼾にある⺠間の研修施設を使⽤する。案としては、１⽇⽬または２⽇⽬を⺠博の展⽰を活
⽤した学習にあて、残りの２⽇間は研修施設で講義と演習を⾏うというもの。また、３⽇⽬に近隣博物館の展⽰を使った学習を⾏う案も出
されました。研修施設で⾏う講義については、担当される先⽣の内諾もすでに得ているとのことでした。
 その上で、これから議論しなくてはいけない問題として、「⼤統合⾃然史Ⅰ」と「⼤統合⾃然史Ⅱ」のつながりをどのように⾒せるか。ま
た、⺠博の展⽰を使った学習を、⽣命・⼈類についての講義の内容とどのように結びつけるかという点があげられました。前者について
は、根本は「共進化」というキーワードでつながっているが、もっと丁寧な説明が必要ではないか。また、後者の⺠博での学習の位置づけ
については、⼈類の伝播の結果として⺠博の展⽰を⾒せるといいのではないか、との案が出されました。それと関連して、⺠博の学習を組
み込む意味でも、今回は、必ずしも時間軸に沿って講義をすすめなくてもいいのではないか。むしろ、どういう切り⼝でまとめるかの⽅が
重要との意⾒もありました。
 他、形式の問題として、講義だけでは単調になるのではないか、Ⅰの展⽰を使った学習が⾮常によかったので、今回も積極的に活⽤した
⽅がいいとの意⾒がありました。
 また、今後、⽂系の学科の先⽣からの協⼒をどのように得ていくかという問題もとりあげられました。これについては、今回の試⾏授業
に参加してもらうのが⼀番いいのではないか。そのために積極的に参加を促していく必要があるとの結論になりました。
【まとめ】
 「Ⅰ宇宙・地球編」が⼀定の成果をあげたこと、「Ⅱ⽣命・⼈類編」の準備が着実にすすんでいることが確認できたと同時に、ⅠとⅡのつな
がりをどのように⾒せるか、Ⅱの主要な開催場所である国⽴⺠族学博物館の展⽰をどのように活⽤するのが有効か、といった今後詰めてい
くべき課題も浮き彫りとなった有意義な研究会でした。 
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【会の様⼦】
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